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■
語
学
力
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
門
知
識
あ
わ
せ
持
つ
人
材
を

「
市
民
の
厚
い
支
援
で
建
学
さ
れ
た
両
大
学

が
一
つ
に
な
り
ま
す
。
歴
史
的
な
意
義
と
不

思
議
な
縁
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
」

　

記
念
式
典
の
式
辞
は
鷲
田
清
一
・
大
阪
大

学
総
長
が
述
べ
た
。
初
め
に
触
れ
た
の
は
両

大
学
の
成
り
立
ち
。

「
懐
徳
堂
と
適
塾
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
大

阪
帝
国
大
学
の
創
設
に
は
、
大
阪
の
政
財
界

と
市
民
の
切
な
る
待
望
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
民
間
か
ら
の
厚
い
支
援
に
助
け
ら
れ

て
生
ま
れ
た
の
で
す
。
新
制
・
大
阪
大
学
と

し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
後
、
10
学
部
15
研
究

科
か
ら
な
る
総
合
大
学
に
ま
で
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
他
方
、
大
阪
外
国
語
大
学
は
、
大

阪
の
実
業
家
・
林
蝶
子
氏
に
よ
る
私
財

１
０
０
万
円
の
寄
付
を
も
と
に
生
ま
れ
、
外

国
語
教
育
の
西
の
雄
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
極
め
て
似
通
っ
た
い
き
さ
つ
が
両
大

学
の
成
り
立
ち
に
は
あ
り
ま
す
」

　

続
い
て
鷲
田
総
長
は
、
統
合
の
狙
い
を
紹

介
し
た
。

「
両
大
学
の
シ
ス
テ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
真
に
国
際
的
な
人
材
を

養
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
現

地
語
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
で
き
る
社
会

科
学
者
や
国
際
機
関
職
員
、
あ
る
い
は
現
地

語
で
や
り
と
り
で
き
る
医
療
従
事
者
な
ど
で

す
。
世
界
諸
言
語
の
研
究
セ
ン
タ
ー
と
外
国

語
学
部
と
を
全
国
で
唯
一
持
つ
国
立
大
学
法

人
と
し
て
、
全
国
で
も
類
を
見
な
い
新
し
い

教
育
・
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
つ
目
の
狙
い
は
外
国
語
教
育
の
充
実
で
す
。

全
学
共
通
教
育
で
は
第
２
外
国
語
の
選
択
範

囲
が
７
言
語
へ
と
広
が
り
、
専
門
課
程
・
大

学
院
で
は
第
３
外
国
語
と
し
て
24
の
地
域
語

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
狙
い
の
第
３

は
足
も
と
の
国
際
化
で
す
。
的
確
な
仲
立
ち

を
す
る
医
療
通
訳
や
司
法
通
訳
を
養
成
し
た

り
、
外
国
人
教
育
を
支
援
す
る
専
門
家
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
て
た
り
、
企
業
の
国
際
交

流
を
本
格
支
援
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
立
民
族
学
博
物
館

や
国
際
協
力
機
構
と
の
連
携
で
国
際
協
力
に

お
け
る
知
的
集
積
度
を
地
元
・
北
摂
地
域
で

さ
ら
に
高
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」

　

さ
ら
に
統
合
に
至
る
道
筋
に
つ
い
て
も
紹

介
し
た
。

「
歴
史
的
大
事
業
と
な
っ
た
統
合
の
第
一
歩

は
、
宮
原
秀
夫
・
大
阪
大
学
前
総
長
と
是
永

　大阪大学と大阪外国語大学が
2007年10月1日に統合した。
新生・大阪大学は学部・大学院合わせて
学生数約2万4500人。
両大学の持ち味を生かしながら、
国際的人材の養成を進める。
統合記念式典は同日、
大阪市内のリーガロイヤルホテルで開かれ、
両大学関係者ら約500人が船出を祝った。

新
生   

阪
大
ス
タ
ー
ト
！

2007年10月1日

1700 ◀
1724（享保9）年
懐徳堂

懐徳堂跡碑

大
阪
大
学

大
阪
外
国
語
大
学

沿　

革

◉
特
集
─
─
阪
大
・
大
阪
外
大
が
統
合　

記
念
式
典
・
祝
賀
会

宮原秀夫・大阪大学前総長（左）と是永駿・大阪外国語大学前学長
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駿
・
大
阪
外
国
語
大
学
前
学
長
が
決
意
し
、

推
進
に
向
け
て
本
格
的
な
検
討
を
指
示
し
た

こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
文
化
も
組
織
形
態
も

異
な
る
国
立
大
学
法
人
の
統
合
へ
の
道
は
平

坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
教
育
・
研

究
・
社
会
連
携
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
と

い
う
両
大
学
教
職
員
の
熱
い
思
い
と
粘
り
強

い
努
力
で
本
日
の
統
合
記
念
式
典
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
統
合
へ
の
長
い
道
を

温
か
く
見
守
り
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の
方
々
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
心
待
ち
に
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
ご
列
席
の
み
な
さ
ま
、

膨
大
な
時
間
を
費
や
し
て
準
備
を
進
め
た
す

べ
て
の
教
職
員
、
そ
し
て
揺
る
が
ぬ
決
意
で

実
現
に
ま
で
導
い
て
こ
ら
れ
た
宮
原
前
総
長

と
是
永
前
学
長
の
ご
努
力
に
深
い
敬
意
と
感

謝
を
表
し
ま
す
」

■
渡
海
文
科
相
ら
が
祝
辞

　

式
辞
に
次
い
で
来
賓
が
あ
い
さ
つ
。
玉
井

日
出
夫
・
文
部
科
学
審
議
官
が
渡
海
紀
三

朗
・
文
部
科
学
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読

し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

「
教
育
文
化
立
国
・
科
学
技
術
創
造
立
国
の

実
現
を
目
指
す
日
本
で
知
の
創
造
と
継
承
を

◦ 式典で混声合唱団が「待兼山」など披露
式典では、学生でつくる大阪大学混声合唱団が門出を歌で祝った。メンバー約80人のうち
24人がこの日は参列。希望を感じさせる「待兼山」、お祝いの曲「夢みたものは」、そして「大
阪大学学生歌」の3曲を披露した。

1800
1838（天保9）年
適塾

適塾

1900
1901（明治34）年
大阪高等工業学校

1903（明治36）年
大阪府立高等医学校

1915（大正4）年
府立大阪医科大学

1919（大正8）年
大阪医科大学

大阪医科大学旗

1921（大正10）年
大阪外国語学校創立

林蝶子女史顕彰銅板

1921（大正10）年
大阪高等学校

大阪外国語学校
上八校舎門標大阪外国語学校襟章

担
う
大
学
は
大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

特
に
国
立
大
学
は
、
法
人
化
後
の
競
争
的
・

自
立
的
な
環
境
を
生
か
し
て
積
極
的
な
役
割

と
責
任
を
果
た
し
地
域
や
社
会
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
国
際
的
な
競
争
力
を
持
つ
魅
力

あ
る
大
学
と
し
て
の
発
展
を
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
際
社
会
の
諸
問
題
に
多
元
的
に
取

り
組
む
有
用
な
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
多
岐
に
わ
た
る
専
門
的
研
究
を
実

践
し
て
き
た
大
阪
大
学
と
多
彩
な
外
国
語
教

育
の
実
績
を
持
つ
大
阪
外
国
語
大
学
が
統
合

に
至
っ
た
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
。
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
・
教
育
が
行
わ
れ
、

世
界
に
冠
た
る
総
合
大
学
と
し
て
の
地
位
と

評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
新
し
い
大
阪
大
学

の
発
展
を
祈
り
ま
す
」

　

続
い
て
尾
池
和
夫
・
国
立
大
学
協
会
理
事

（
京
都
大
学
総
長
）が
小
宮
山
宏
・
国
立
大
学

協
会
会
長（
東
京
大
学
総
長
）の
祝
辞
を
代
読

し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

「
懐
徳
堂
と
適
塾
を
源
流
と
す
る
大
阪
大
学

は
、
自
由
闊
達
な
学
風
と
未
来
を
見
通
す
先

見
性
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
常

に
先
端
的
な
研
究
に
取
り
組
み
、
数
多
く
の

画
期
的
な
成
果
を
上
げ
、
我
が
国
を
代
表
す

る
総
合
大
学
の
一
つ
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
大
阪
に
国
際
人
を
育
て
る
と
い
う
理

念
の
も
と
に
設
立
さ
れ
た
大
阪
外
国
語
大
学

は
、
世
界
の
諸
言
語
と
そ
の
文
化
に
関
す
る

教
育
・
研
究
で
卓
越
し
た
業
績
を
積
み
重
ね

て
き
ま
し
た
。
国
立
大
学
の
法
人
化
な
ど
大

学
を
取
り
巻
く
環
境
に
大
き
な
変
化
が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
国
際
的
な
競
争
力
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
培
っ
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
生
か
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
を
融
合
し
た

文化も組織形態も異なる国立大学法人の統合への道は
平坦ではありませんでしたが、教育・研究・社会連携を
さらに充実させたい
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多
彩
な
教
育
・
研
究
を
新
生
大
阪
大
学
に
お

い
て
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
社
会
で

日
本
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
担
い
う
る
国
際

的
人
材
の
養
成
を
目
指
す
と
聞
き
ま
す
。
国

立
大
学
協
会
と
し
て
統
合
を
お
祝
い
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
発
展
に
向
け
高
等
教
育
の

歴
史
に
輝
か
し
い
一
ペ
ー
ジ
を
刻
ま
れ
る
こ

と
を
祈
り
ま
す
」

　

海
外
の
学
術
交
流
協
定
校
か
ら
も
次
の
出

席
者
が
あ
っ
た
。

　

マ
ヒ
ド
ン
大
学（
タ
イ
）の
ポ
ー
ン
チ
ャ

イ
・
マ
タ
ン
カ
ソ
ム
バ
ッ
ト
学
長
、
カ
セ
サ
ー

ト
大
学（
タ
イ
）の
ソ
ー
ン
プ
ラ
ド
・
タ
ナ
イ

サ
ワ
ン
ヤ
ー
ン
ク
ー
ン
副
学
長
、
チ
ェ
ン
マ

イ
大
学（
タ
イ
）の
ワ
ッ
シ
ャ
ラ
・
ル
ジ
ウ
ェ
ッ

ト
ポ
ン
サ
ト
ー
ン
副
学
長
、
ア
テ
ネ
オ
・
デ
・

マ
ニ
ラ
大
学（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）の
ア
ン
ト
ネ
ッ

テ
・
パ
ル
マ
＝
ア
ン
ヘ
レ
ス
副
学
長
。

■
11
学
部
の
連
な
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　

式
典
で
は
、
統
合
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ

た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
お
披
露
目
も
あ
っ
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
色
は
、
大
阪
大
学
の
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
カ
ラ
ー
の
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
。

外
国
語
学
部
を
加
え
て
11
と
な
っ
た
学
部
が

つ
な
が
っ
て
大
き
な
環
を
つ
く
っ
て
い
る
様

を
球
体
の
連
な
り
で
表
現
し
た
。
つ
な
が
っ

た
環
は
、「
和
」
や
大
阪
大
学
の
頭
文
字

「
Ｏ
」
を
も
指
す
。
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、

学
生
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど

に
用
い
て
大
学
統
合
の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
て
る
。

■
持
ち
味
を
生
か
し
て
世
界
へ

　

式
典
の
後
、
同
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会
が
開
か

れ
た
。
鷲
田
総
長
は
次
の
よ
う
に
あ
い
さ
つ

し
た
。

「
校
名
の
英
語
表
記
にO

saka U
niversity

と
い
う
文
字
が
両
大
学
と
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
統
合
の
作
業
を
進
め
る
中
で
そ
の
こ
と

を
発
見
し
ま
し
た
。
大
阪
大
学
に
在
学
す
る

女
子
学
生
は
こ
れ
ま
で
約
４
分
の
１
で
し

た
。
統
合
に
よ
っ
て
38
％
に
増
え
ま
す
。
大

阪
大
学
の
空
気
も
随
分
変
わ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
は
創
立
何
年
と
い

え
ば
い
い
の
か
迷
っ
て
い
ま
す
。
帝
国
大
学

と
し
て
創
立
さ
れ
て
か
ら
だ
と
76
年
目
。
大

阪
外
国
語
学
校
は
86
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

大
阪
医
学
校
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
ば
１
０
０
年

以
上
。
懐
徳
堂
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
２
８
０

数
年
に
な
り
ま
す
。
日
本
で
一
番
古
い
国
立

大
学
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
」

　

来
賓
の
一
人
と
し
て
大
阪
大
学
元
総
長
で

大
阪
大
学
同
窓
会
連
合
会
副
会
長
の
金
森
順

次
郎
・
国
際
高
等
研
究
所
所
長
は
「
い
ろ
ん

な
国
の
言
語
と
文
化
を
知
っ
て
初
め
て
、
そ

の
国
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

両
大
学
の
統
合
が
大
き
な
翼
を
与
え
て
く
れ

◦ 祝賀会で応援団がエール
祝賀会では大阪大学応援団が演舞を披露した。
学生服姿の団員やポンポンを持ったチアリーダー
がマーチメドレーを演奏したほか応援エールを
送り、会を盛大に盛り上げた。

1926（大正15）年
浪速高等学校

1929（昭和4）年
大阪工業大学

1931（昭和6）年
大阪帝国大学創立

大阪大学学章

1993（平成5）年
吹田市に移転完了

若槻礼次郎首相揮毫門標

1944（昭和19）年
大阪外事専門学校に改称

1949（昭和24）年
大阪外国語大学設置

大阪外国語大学学章 大阪外国語大学上八校舎

大阪大学北校本館（旧浪高）

1949（昭和24）年
大阪大学設置

式典で祝辞を代読する尾池和夫・国立大学協会理事（京都大学総長）
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ま
し
た
」
と
述
べ
た
。
大
阪
外
国
語
大
学
同

窓
会
会
長
の
池
田
修
・
大
阪
外
国
語
大
学
元

学
長
は
「
大
学
統
合
を
機
に
大
阪
大
学
外
国

語
学
部
の
同
窓
会
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
」
と
祝
辞
を
贈
っ
た
。

祝賀会で祝辞を述べる金森順次郎・国際高等研究所所長
（大阪大学元総長・大阪大学同窓会連合会副会長）

2000

2004（平成16）年
両大学が国立大学法人に移行

2007（平成19）年
大阪大学・大阪外国語大学統合

大阪外国語大学

2007（平成19）年
国立大学法人 大阪外国語大学 解散

医学部附属病院

　

統
合
を
機
に
新
生
・
阪
大
の
理
事
・
副
学

長
に
就
任
す
る
武
田
佐
知
子
教
授
は
次
の
よ

う
に
あ
い
さ
つ
し
て
祝
賀
会
を
締
め
く
く
っ

た
。

「
取
り
払
わ
れ
る
前
の
外
大
の
看
板
を
記
念

撮
影
す
る
学
生
の
姿
に
過
去
が
消
し
去
ら
れ

た
よ
う
な
悲
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
か

わ
り
、
語
学
の
英
知
を
得
て
最
大
最
強
の
総

合
大
学
へ
と
阪
大
は
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
幾
度
も
あ
っ
た
破
談
の
危
機
を

見
事
に
乗
り
切
っ
て
今
日
が
あ
る
の
は
統
合

協
議
を
推
進
し
た
双
方
の
ス
タ
ッ
フ
の
努
力

の
た
ま
も
の
で
す
。
統
合
が
日
程
に
上
っ
た

こ
ろ
外
大
で
開
始
さ
れ
た
『
グ
ロ
ー
バ
ル
対

話
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
言
語
を
駆
使
し
世

界
の
紛
争
地
域
に
対
話
を
広
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
他
者
同
士
を
媒
介
す
る
の
で
は
な
く
、

自
ら
が
主
体
的
な
語
り
手
と
な
っ
て
和
平
の

糸
口
を
探
り
ま
す
。
言
語
で
広
げ
る
専
門
研

究
・
教
育
と
い
う
新
生
・
阪
大
の
理
念
の
先

駆
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
仲
間
と

と
も
に
新
生
・
阪
大
の
た
め
に
力
を
尽
く
し

ま
す
」

■
山
あ
り
谷
あ
り
の
３
年
半

　

祝
賀
会
の
乾
杯
は
、
宮
原
秀
夫
・
大
阪
大

学
前
総
長
と
是
永
駿
・
大
阪
外
国
語
大
学
前

学
長
が
共
同
で
発
声
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大

学
で
統
合
へ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
た

中
心
人
物
同
士
だ
。

　

歓
談
に
移
っ
た
後
、
宮
原
前
総
長
は
次
の

よ
う
に
語
っ
た
。

「
シ
ス
テ
ム
も
歴
史
も
ル
ー
ル
も
違
う
両
大

学
で
し
た
。
細
か
い
と
こ
ろ
に
は
目
を
つ
ぶ
っ

て
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
い
こ
う
と
呼
び

か
け
た
結
果
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
止
め
た
よ
う

な
形
で
は
な
く
、
な
い
と
こ
ろ
を
補
完
し
あ

う
融
合
の
形
で
統
合
で
き
ま
し
た
。
３
年
半

か
か
り
ま
し
た
。
涙
が
出
そ
う
で
す
」

　

そ
の
道
の
り
を
是
永
前
学
長
は
次
の
よ
う

に
振
り
返
っ
た
。

「
山
あ
り
谷
あ
り
で
し
た
。
こ
れ
が
解
決
し

な
い
と
統
合
は
流
れ
る
と
い
う
大
き
な
壁
が

少
な
く
と
も
３
度
ぐ
ら
い
あ
り
ま
し
た
。
大

雪
の
降
っ
た
日
に
大
学
へ
行
け
な
く
て
、
ホ

テ
ル
の
喫
茶
店
で
宮
原
先
生
と
３
時
間
も
話

し
合
い
、『
い
か
な
る
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も

統
合
を
や
り
遂
げ
よ
う
』
と
確
認
し
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
信
義
に
基
づ
い
て
宮
原

さ
ん
と
と
も
に
や
り
遂
げ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
」

　

乾
杯
に
先
立
っ
て
登
壇
し
た
二
人
は
が
っ

ち
り
握
手
し
た
だ
け
で
な
く
、
た
が
い
に
片

手
を
あ
げ
て
視
線
を
交
わ
し
た
。

「大阪大学」の銘板に交換（10月1日）
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◉
対
談

●
国
立
民
族
学
博
物
館 

館
長
 
│
│
│
│
│
│
│
│
│ 

松
園
万
亀
雄 

 M
a

k
io

 M
a

tsu
zo

n
o

●
大
阪
大
学
理
事
・
副
学
長（
教
育
・
情
報
担
当
）│
│ 

小
泉
潤
二 

 Ju
n

ji K
o
izu

m
i 

●
司
会　

渡
辺　

悟
・
毎
日
新
聞
編
集
委
員

◉
特
集
─
─
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
と
人
材
育
成

　グローバル化、国際化、国際貢献……。
これらのキーワードを抜きにして
21世紀の大学の在り方を語ることはできない。
世界の25言語の教育研究機能を有する
大阪外国語大学との統合によって、
新生・大阪大学ではグローバル化の時代に応える
どのような人材育成が可能になるのか。
人類学のフィールドワークを通じて、異文化の中に
身を置いて思索してきた二人に語り合ってもらった。

▼
真
に
総
合
的
な
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
へ

―
―

二
つ
の
大
学
の
統
合
に
よ
っ
て
誕
生
し

た
新
し
い
大
阪
大
学
は
、
教
育
基
盤
が
拡
大

し
充
実
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
意

義
や
効
果
は
？

小
泉　

二
つ
の
異
な
っ
た
教
育
研
究
の
リ

ソ
ー
ス
を
持
つ
大
学
が
統
合
し
、
新
し
い
大

学
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

大
阪
外
国
語
大
学
の
言
語
教
育
、
言
語
研

究
、
そ
し
て
言
語
を
基
底
と
す
る
社
会
・
文

化
研
究
の
伝
統
と
多
く
の
研
究
者
が
、
大
阪

大
学
の
総
合
的
な
、
ほ
ぼ
あ
ら
ゆ
る
分
野
を

カ
バ
ー
す
る
大
学
と
一
緒
に
な
り
、
共
に
教

育
と
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
す
。

　

今
は
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
着
い

左：松園館長、右：小泉副学長

大阪大学箕面キャンパス

通
り
過
ぎ
ず
に

  
現
地
の
人
と
交
わ
ろ
う

国
際
貢
献
で
き
る
人
を
育
て
る
教
育
シ
ス
テ
ム

Sa
to

ru
 W

a
ta

n
a

b
e
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に
な
り
ま
す
。
そ
の
可
能
性
を
追
求
し
、
よ

り
良
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

教
育
担
当
理
事
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
現
地
調
査
重
視
の
人
類
学
の
面
白
さ

―
―

松
園
館
長
の
学
生
時
代
は
、
ソ
連
や
社

会
主
義
が
求
心
力
を
持
っ
て
い
た
時
代
。
ロ

シ
ア
語
を
学
び
な
が
ら
、
ア
フ
リ
カ
を
中
心

と
す
る
人
類
学
へ
と
転
じ
た
動
機
は
？

松
園　

当
時
の
都
立
大
学
に
は
、
日
本
の
文

化
人
類
学
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
だ
っ
た
岡
正

雄
先
生
が
お
ら
れ
て
、「
日
本
に
は
北
方
民

族
や
シ
ベ
リ
ア
の
研
究
者
が
い
な
い
、
ロ
シ

ア
語
を
読
め
る
君
が
や
れ
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
ソ
連
の
人

類
学
の
分
野
で
も
一
種
の
バ
イ
ブ
ル
扱
い
を

さ
れ
て
い
た
時
代
で
、
要
す
る
に
古
い
進
化

論
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
こ
ろ
、
日
本
の
人

類
学
の
主
流
は
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
人
類
学
で

あ
り
、
現
地
調
査
を
中
心
と
し
た
研
究
で
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ
た
ア
フ
リ
カ

の
現
地
調
査
に
基
づ
き
、
新
し
い
人
類
学
の

概
念
や
理
論
が
盛
ん
に
出
て
き
た
時
代
で
す
。

　

都
立
大
学
の
大
学
院
に
入
っ
て
２
年
後
、

フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
の
留
学
生
に
な
っ
て
２
年
間
、

ミ
シ
ガ
ン
大
学
で
学
び
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

で
勉
強
し
て
い
る
う
ち
に
、
主
に
ロ
シ
ア
語

の
文
献
に
よ
っ
て
研
究
し
て
い
て
は
、
現
地

調
査
に
基
づ
く
新
し
い
文
化
人
類
学
の
流
れ

か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
と
強
く
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
本
格
的
に
海
外
調
査
を
始
め
た
の
は

１
９
７
４
年
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に
行
っ
て
か
ら

で
す
。
77
年
以
降
、
ケ
ニ
ア
を
中
心
に
調
査

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
小
泉
さ
ん
は
中
南
米

が
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
ね
。

小
泉　

私
の
学
生
時
代
は
全
共
闘
の
時
代
で

も
あ
り
、
大
学
が
大
荒
れ
に
な
っ
て
自
分
の

足
元
、
社
会
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
根

本
的
に
考
え
ざ
る
を
得
な
い
時
代
で
し
た
。

東
京
の
山
の
手
に
育
ち
、
そ
こ
か
ら
一
歩
も

出
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
何
か
し

ら
文
化
的
な
違
和
感
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
出
会
っ
た
の
が
文
化
人
類
学

で
、
こ
ん
な
に
面
白
い
学
問
が
あ
る
だ
ろ
う

か
と
思
い
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
政
府
交
換
留
学
生
と
し
て
メ
キ

シ
コ
に
行
き
、
１
年
近
く
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

形
で
滞
在
し
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
新

鮮
で
、
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
75
年
か
ら
81
年
ま
で
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
で
本
格
的
に
人
類
学
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
、
１
年
半
は
中
米
の
農

村
部
に
住
み
込
ん
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

明
け
暮
れ
ま
し
た
。

▼
現
地
に
暮
ら
し
人
間
と
接
触
す
る

―
―

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
問
題
を
考
え
る
前
に
、

そ
も
そ
も
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
は
？

松
園　

た
く
さ
ん
あ
る
答
え
の
う
ち
の
一
つ

は
「
文
化
接
触
」
で
し
ょ
う
。
人
を
介
し
て

の
文
化
接
触
。
違
う
文
化
の
人
間
が
何
ら
か

の
接
触
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
。

小
泉　

地
球
の
裏
側
の
人
と
交
わ
る
こ
と
、

国
境
を
越
え
て
人
の
移
動
が
容
易
に
な
っ
た

こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
典
型
と
言
え
ま

す
。
そ
し
て
、
ス
ペ
ー
ス
感
覚
を
瞬
時
に
変

え
て
し
ま
う
よ
う
な
形
で
情
報
が
行
き
交
う
。

金
融
や
政
治
の
世
界
で
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

▼
言
語
と
と
も
に
何
を
学
ぶ
か

―
―

松
園
館
長
は
東
京
外
国
語
大
学
の
ご
出

身
で
す
。
こ
の
統
合
が
大
学
と
学
生
に
と
っ

て
、
ど
ん
な
可
能
性
や
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が

る
と
お
考
え
で
す
か
。

松
園　

私
が
東
京
外
国
語
大
学
ロ
シ
ア
科
に

入
学
し
た
の
は
１
９
５
７（
昭
和
32
）年
で

す
。
私
は
学
生
時
代
か
ら
「
も
ぐ
り
」
で
、

東
京
都
立
大
学
の
人
類
学
の
講
義
を
聴
い
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
先
生
方
の
ご
指
導
を
受

け
、
大
学
院
生
と
も
親
し
く
な
っ
て
、
そ
の

ま
ま
都
立
大
の
大
学
院
に
進
み
ま
し
た
。

　

外
国
語
大
学
の
学
生
は
、
自
分
が
学
ん
で

い
る
言
語
を
将
来
の
仕
事
に
生
か
せ
る
の
か
、

生
か
す
た
め
に
は
言
葉
以
外
に
何
を
学
べ
ば

よ
い
の
か
、
悩
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

点
、
大
阪
外
国
語
大
学
の
学
生
は
大
阪
大
学

と
の
統
合
に
よ
っ
て
、
専
攻
の
言
語
以
外
に

文
化
的
・
社
会
的
な
事
柄
を
さ
ら
に
幅
広
く

学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
た
わ
け
で
す
。

　

国
際
協
力
を
実
践
し
国
際
社
会
に
貢
献
す

る
目
的
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー（
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
）」
も
で
き
ま

し
た
。
国
際
協
力
の
現
場
で
活
動
す
る
た
め

に
は
、
言
語
を
習
得
す
る
だ
け
で
は
駄
目
で
、

実
際
の
援
助
に
か
か
わ
る
専
門
的
な
知
識
を

幅
広
く
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
将
来
の
可

能
性
が
広
が
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
私
も
今
、

学
生
だ
っ
た
ら
い
い
な
と
、
う
ら
や
ま
し
く

思
い
ま
す
。

小
泉　

外
国
語
学
部
以
外
の
学
生
に
と
っ
て

も
、
新
し
い
道
が
開
け
ま
す
。
言
語
の
研
究

だ
け
で
は
な
く
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
関
連

の
科
目
を
新
た
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

た
と
こ
ろ
で
、
統
合
効
果
は
こ
の
豊
富
な
リ

ソ
ー
ス
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
に
懸
か
っ

て
い
ま
す
。
大
阪
大
学
は
理
工
系
、
医
歯
薬

系
の
強
い
大
学
で
す
。
人
文
社
会
科
学
つ
ま

り
文
系
を
強
化
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
大

学
、
真
の
意
味
で
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
に

し
て
い
く
こ
と
は
、
宮
原
前
総
長
の
時
代
か

ら
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
。
こ
の
統
合
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
、
真
に
総
合
的
な
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
ー
と
し
て
成
長
し
て
い
く
た
め

の
出
発
点
と
し
て
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
統
合
は
、
大
阪
外
大
が
そ
の
ま
ま

阪
大
外
国
語
学
部
に
な
っ
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
外
大
の
教
員
が
い
ろ
い
ろ
な
研
究
科

や
学
部
や
セ
ン
タ
ー
に
移
籍
し
、
新
し
い
教

育
研
究
分
野
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

法
学
部
に
国
際
公
共
政
策
学
科
、
大
学
院
文

学
研
究
科
に
文
化
動
態
論
専
攻
、
大
学
院
人

間
科
学
研
究
科
に
グ
ロ
ー
バ
ル
人
間
学
専

攻
、
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
に
言
語
社
会

専
攻
を
新
設
し
ま
し
た
。
単
な
る
学
部
の
追

加
で
は
な
い
形
で
、
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た

の
で
す
。
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が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
た
る
言
葉
は
、
一
般
に

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
北
の
方
の
好
ま
し
か
ら
ざ
る
巨
大

な
存
在
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
文
化
が
進
出
し

て
く
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

―
―

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
、
学
生
に
と
っ

て
大
事
な
こ
と
は
？

松
園　

私
た
ち
が
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
に
比
べ

て
格
段
に
海
外
へ
行
く
こ
と
が
容
易
に
な
っ

た
。
た
だ
、
通
り
過
ぎ
る
の
で
は
な
く
て
、

ど
こ
で
も
い
い
か
ら
気
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に

一
定
期
間
と
ど
ま
っ
て
ほ
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、

景
色
は
い
い
し
、
野
生
動
物
は
い
る
し
、
歴

史
的
な
遺
跡
も
あ
っ
て
、
感
動
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
人
間
と
接
触

し
て
ほ
し
い
。
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
身

振
り
手
振
り
で
と
に
か
く
人
と
話
す
よ
う
に

す
る
こ
と
。
写
真
を
撮
っ
た
ら
次
へ
行
く
と

い
う
の
で
は
な
く
て
、
積
極
的
に
現
地
の
人

と
交
わ
る
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

小
泉　

通
り
過
ぎ
る
の
で
は
な
く
て
と
ど
ま

る
こ
と
。
そ
こ
が
本
質
的
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
私
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

簡
単
に
説
明
す
る
と
き
、「
と
も
か
く
現
地

に
暮
ら
す
こ
と
」
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い

ま
す
。
現
地
に
暮
ら
し
、
耳
を
傾
け
て
聴
く
、

感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
見
る
、
そ
こ
で
何
が

起
こ
っ
て
い
る
か
を
不
完
全
で
あ
っ
て
も
何

と
か
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　

そ
れ
は
人
類
学
や
言
語
の
研
究
者
、
国
際

文
化
に
関
心
が
あ
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
理

工
系
、
医
歯
薬
系
の
学
生
に
も
言
え
る
こ
と

で
す
。
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
も
っ
て
、
自
分
た
ち
の
社

会
と
か
国
と
か
、
あ
る
い
は
自
分
自
身
を
理

解
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
部

分
的
で
は
あ
っ
て
も
耳
を
傾
け
ら
れ
る
よ
う

な
、
そ
う
い
う
学
生
を
し
っ
か
り
育
て
て
い

け
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
回
の
統
合
が
も
た

ら
す
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。

▼
異
文
化
の
中
、
弱
い
立
場
に
身
を
置
く

松
園　

独
り
旅
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

海
外
に
一
人
で
行
け
ば
、
日
本
よ
り
う
ん
と

貧
し
い
暮
ら
し
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
で
は
日

本
人
が
弱
い
立
場
、
弱
者
で
す
。
と
に
か
く

寝
泊
ま
り
す
る
と
こ
ろ
が
必
要
だ
し
、
何
か

食
べ
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、
親
切
に
し
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
生
活
し
て
い
け
な
い
。
若

い
と
き
に
そ
う
い
う
状
況
に
自
ら
を
置
く
こ

と
は
、
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
。

　

大
人
は
す
ご
く
警
戒
し
、
す
ぐ
に
は
接
近

し
て
く
れ
な
い
。
分
け
隔
て
な
く
、
言
葉
を

話
せ
な
い
と
き
で
も
寄
っ
て
く
る
の
は
子
ど

も
た
ち
で
す
。
子
ど
も
は
変
な
者
が
入
っ
て

く
る
と
、
ど
こ
か
ら
来
た
か
知
り
た
が
る
し
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
た
が
る
。
道
を
歩
き

な
が
ら
植
物
の
名
前
を
教
え
て
く
れ
る
。
村

の
人
た
ち
が
私
た
ち
の
こ
と
を
認
め
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に

遊
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
そ
の
時
を
待
つ
こ
と

が
多
い
で
す
ね
。

　

現
地
の
人
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
を
す

る
う
え
で
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
倫
理
と

い
っ
て
も
い
い
。
そ
れ
を
少
し
ず
つ
吸
収
し

な
が
ら
、
彼
ら
に
合
わ
せ
た
行
動
を
こ
ち
ら

も
取
ら
な
い
と
、
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
て

く
れ
な
い
。
非
常
に
弱
い
立
場
で
異
文
化
の

中
に
一
定
期
間
い
て
、
何
と
か
慣
れ
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
経
験
が
非
常
に
大
事
だ
と
、

私
は
自
分
の
体
験
か
ら
痛
切
に
感
じ
ま
す
。

国
際
協
力
に
携
わ
る
こ
と
を
目
指
す
な
ら
、

な
お
さ
ら
で
す
。

　

阪
大
の
学
生
も
将
来
、
外
国
へ
出
て
い
ろ

ん
な
活
動
す
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
か
ら
、

ぜ
ひ
海
外
で
弱
い
立
場
に
身
を
置
き
、
一
定

期
間
過
ご
し
て
ほ
し
い
。

小
泉　

ど
の
よ
う
な
場
所
で
も
一
人
で
行
動

で
き
て
、
一
人
で
意
思
疎
通
で
き
る
と
い
う

の
は
根
本
的
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
人
類
学
に
限
ら
ず
、
ど
の
分
野
の
学

生
に
も
そ
う
い
う
力
を
は
ぐ
く
む
教
育
シ
ス

テ
ム
を
設
け
て
機
会
を
与
え
る
こ
と
は
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
機
関
や
国

外
の
組
織
で
実
務
経
験
を
何
カ
月
か
積
む

「
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
は
、
ぜ
ひ
整

備
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
地
に
行
き
、
内
側
か
ら
見
る
こ
と
も
重

要
で
す
。
内
側
か
ら
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
見

え
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
理
解
で
き
る
能
力
で

す
。
そ
れ
が
で
き
な
い
た
め
に
い
ろ
ん
な
紛

争
や
誤
解
が
起
き
て
い
ま
す
。
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
欠
如
が
根
本
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
重
要
な
の
は
、
内
側
か
ら
も
の
を
見
る

こ
と
を
試
み
る
能
力
で
す
。

▼
内
な
る
共
生
社
会
の
構
築
に
向
け
て

―
―

千
里
万
博
の
こ
ろ
ま
で
は
、
外
国
人
観

光
客
に
群
が
っ
て
サ
イ
ン
を
求
め
る
光
景
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は
日
本

「グローバル化」とは人を介しての文化接触。
違う文化の人間が何らかの接触を持つことによって
グローバル化が進む。  （松園）

●松園万亀雄（まつぞの　まきお）
1939年長崎県生まれ。東京外国語大学ロシア科卒業、
東京都立大学大学院社会科学研究科博士課程修了。
横浜国立大学助教授、国立民族学博物館助教授（兼任）、東京都立大学教授などを経て、
2003年に国立民族学博物館館長に就任。
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に
定
住
す
る
外
国
人
が
増
え
ま
し
た
。
内
な

る
国
際
化
の
現
状
を
ど
う
と
ら
え
て
い
ま
す

か
。

小
泉　

統
合
を
契
機
に
設
置
さ
れ
た
大
阪
大

学
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、
外
に
向
け
て
の
国
際
協
力
と
と

も
に
、
内
に
向
け
て
の
「
足
も
と
の
国
際
化
」

を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
内
な
る

共
生
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
研
究
、
教
育

と
同
時
に
実
践
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

松
園　

今
後
、
日
本
国
内
に
定
住
す
る
外
国

の
人
た
ち
と
の
接
触
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、

当
然
コ
ン
フ
リ
ク
ト
は
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
文
化
人
類
学
の
研
究
者
は
海
外
に

目
が
向
い
て
い
て
、
現
地
で
調
査
を
す
る
け

れ
ど
も
、
国
内
の
問
題
に
目
を
向
け
て
こ
な

か
っ
た
の
は
大
き
な
反
省
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
に
、
外
国
人
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
る

自
治
体
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
教
育
の
問
題
や
医
療

の
問
題
、
日
本
の
法
律
に
よ
る
裁
判
の
問
題

な
ど
。
そ
こ
で
ど
う
い
う
方
策
を
打
ち
出
せ

ば
よ
い
の
か
と
い
っ
た
研
究
が
、
日
本
で
は

お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
国
の
人
た
ち
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ

ろ
の
文
化
を
持
っ
て
日
本
に
来
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
社
会
や
文
化
に
つ
い
て
の
知
識
の
あ

る
者
が
、
何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
国
立
民
族
学
博
物
館
も
、

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

と
協
力
し
な
が
ら
、
国
内
の
外
国
人
を
対
象

と
す
る
研
究
や
支
援
に
も
か
か
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
実
地
経
験
を
重
視
す
る
教
育
へ

―
―

国
際
化
時
代
の
大
学
の
在
り
方
や
、
松

園
館
長
が
特
に
大
阪
大
学
に
期
待
す
る
も
の

は
？

松
園　

都
立
大
学
の
大
学
院
時
代
の
経
験
か

ら
、
と
て
も
い
い
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
修
士
課
程
の

単
位
の
う
ち
、
約
３
分
の
１
が
調
査
と
い
う

科
目
で
、
教
員
が
講
義
す
る
授
業
の
時
間
数

が
大
幅
に
少
な
い
の
で
す
。
そ
の
調
査
は
、

海
外
調
査
で
も
い
い
し
、
こ
れ
か
ら
調
査
す

る
対
象
の
文
献
を
読
ん
で
も
、
あ
る
い
は
日

本
国
内
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
調
査
を
し
て
も

い
い
。
自
由
な
調
査
に
大
き
な
単
位
を
与
え

る
こ
と
を
、
ぜ
ひ
阪
大
で
も
や
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

小
泉　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
単
位
化
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導

入
し
始
め
て
い
ま
す
。
実
地
経
験
を
重
視
す

る
教
育
改
革
は
可
能
で
あ
り
、
少
し
ず
つ
動

き
出
し
て
い
ま
す
。

　

統
合
に
よ
っ
て
「
世
界
言
語
研
究
セ
ン

タ
ー
」
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
日

本
語
を
含
む
25
カ
国
の
言
語
と
、
言
語
の
背

後
に
あ
る
文
化
や
社
会
に
つ
い
て
の
研
究
を

行
い
ま
す
。
そ
の
成
果
を
大
阪
大
学
全
体
の

教
育
研
究
に
活
用
し
、
国
際
的
な
人
材
を
育

成
す
る
基
盤
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

世
界
の
ど
の
よ
う
な
場
、
社
会
、
国
に
お

い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
行
動
で
き
る
人

材
を
育
て
た
い
。
特
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

や
現
地
経
験
を
豊
富
に
提
供
で
き
る
教
育
シ

ス
テ
ム
を
築
き
上
げ
て
、
国
際
貢
献
の
役
割

を
果
た
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
国
立
民
族
学
博
物
館
と

の
連
携
関
係
を
ま
す
ま
す
強
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
館
で
は
先
日
、
開
館

30
周
年
の
記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

私
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
園　

民
博
と
阪
大
は
連
携
し
、
い
ろ
い
ろ

お
付
き
合
い
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
間
に

は
外
周
道
路
が
走
っ
て
い
て
、
物
理
的
に
容

易
に
行
き
来
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。

道
路
を
越
え
れ
ば
素
晴
ら
し
い
景
色
が
広
が

り
、
日
本
庭
園
も
あ
り
ま
す
。
阪
大
病
院
に

入
院
し
て
い
る
方
や
家
族
の
人
た
ち
も
、
外

出
許
可
を
も
ら
っ
て
足
を
延
ば
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
ど
ん
な
に
い
い
で
し
ょ
う
。
橋
を
架

け
る
か
地
下
道
を
造
る
な
ど
し
て
、
ぜ
ひ
実

現
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

小
泉　

目
と
鼻
の
先
な
の
で
、
道
が
あ
れ
ば

行
き
た
い
と
い
う
学
生
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
の
方
な

ど
も
行
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
大
き
な
ニ
ー

ズ
が
あ
り
ま
す
。
共
に
そ
う
い
う
働
き
か
け

も
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

現地に暮らし、そこで何が起こっているかを
不完全であっても何とか理解しようと
することがポイント。  （小泉）

●小泉潤二（こいずみ　じゅんじ）
1948年東京都生まれ。東京大学教養学部卒業、東京大学大学院社会学研究科修士課程修了、
スタンフォード大学大学院博士課程修了（人類学）。新潟大学助教授を経て、1990年大阪大学助教授、96年同教授。
1996-97年プリンストン高等研究所ハンズマン招聘研究員。現在、大阪大学理事・副学長。
グローバルCOEプログラム「コンフリクトの人文学国際研究教育拠点」拠点リーダー。
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■
自
己
防
御
シ
ス
テ
ム
＝
免
疫
と
は
？

　

今
年
は
全
国
的
に
麻
疹（
は
し
か
）が
流
行

し
、
６
月
〜
８
月
に
か
け
て
、
阪
大
で
も
感

染
者（
疑
い
を
含
む
）が
二
十
数
名
発
生
し
、

拡
大
防
止
の
た
め
、
授
業
等
で
感
染
者
と
接

触
等
を
し
た
約
１
５
０
０
人
の
学
生
に
、
学

校
保
健
法
に
基
づ
く
出
席
停
止
の
措
置
が
と

ら
れ
た
。
は
し
か
は
子
ど
も
の
病
気
と
思
わ

れ
て
い
た
か
ら
、
発
症
者
に
大
学
生
が
多

か
っ
た
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。

　

は
し
か
や
風
疹
な
ど
の
感
染
症
は
、
一
度

か
か
っ
た
ら
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
に
対
し

て
「
免
疫
」
が
で
き
る
か
ら
、
通
常
は
再
び

感
染
す
る
こ
と
は
な
い
。
は
し
か
の
ワ
ク
チ

ン
を
２
回
接
種
す
る
と
、
ほ
ぼ
感
染
の
心
配

は
な
い
と
さ
れ
、
今
年
の
流
行
は
予
防
接
種

が
１
回
だ
け
で
免
疫
が
弱
ま
っ
た
世
代
に
起

き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
で
発
症

を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
免
疫
の

仕
組
み
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

私
た
ち
の
体
に
は
、
免
疫
と
い
う
非
常
に

優
れ
た
自
己
防
御
シ
ス
テ
ム
が
備
わ
っ
て
い

る
。
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
が
ん
細
胞
な
ど
の

攻
撃
に
遭
っ
て
も
、
多
種
類
の
免
疫
細
胞
が

協
力
し
合
っ
て
働
き
、
健
康
状
態
を
取
り
戻

そ
う
と
す
る
。
身
の
回
り
に
病
原
体
が
い
て

も
、
ま
た
体
内
で
日
々
が
ん
が
発
生
し
て
い

て
も
、
そ
れ
に
負
け
ず
に
健
康
を
保
て
る
の

は
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
お
か
げ
だ
。

　

し
か
し
、
異
物
を
排
除
す
る
免
疫
細
胞
が

何
ら
か
の
理
由
で
勝
手
な
行
動
を
起
こ
し
、

自
分
自
身
の
正
常
な
細
胞
や
組
織
を
攻
撃
し

て
し
ま
う
と
「
自
己
免
疫
疾
患
」
に
な
る
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
や
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ

ス
な
ど
、
多
く
の
疾
患
が
難
病
に
指
定
さ
れ

て
い
て
、
今
も
確
実
な
治
療
法
が
な
い
。
ま

た
、
エ
イ
ズ
を
引
き
起
こ
す
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
、
感
染
症
の
脅
威
は
続
い
て
い
る
。
さ

◦ 免疫学フロンティア研究センター 教授・拠点長
 審良静男─ Shizuo Akira

	 E-mail :  sakira@biken.osaka-u.ac.jp

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
文
部
科
学
省
の
「
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
国
際
研
究
拠
点
形
成
促
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
、
大
阪
大
学
が
申
請
し
た
「
生
体
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
を
用
い
た
動
的
な

免
疫
系
の
解
析
」
が
採
択
さ
れ
、
そ
の
拠
点
組
織
と
し
て
免
疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
が
10
月
１
日
に
設
置
さ
れ
た
。
世
界
の
免
疫
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
審
良
静
男
教
授
が

拠
点
長
に
就
任
し
、
免
疫
学
の
国
際
研
究
拠
点
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

スナップショットではない、免疫システムの全貌を可視化

「免疫学フロンティア研究センター」が発進
免疫学とイメージング技術を融合

「世界トップレベル国際研究拠点形成促進プログラム」に採択

　文部科学省の事業（国際研究拠点形成促進事業費補助金）である
「世界トップレベル国際研究拠点形成促進プログラム」は、高いレ
ベルの研究者を中核とした世界トップレベルの研究拠点形成を目
指す構想に対して集中的な支援を行い、システム改革の導入等の
自主的な取り組みを促すことにより、第一線の研究者が世界から
集まってくるような、優れた研究環境と極めて高い研究水準を誇
る「目に見える研究拠点」の形成を目指すことを目的としている。
　全国の大学、共同利用機関等22機関から33件の申請があり、
外国人有識者を含むプログラム委員会での厳しい審査を経て、大
阪大学を含む５件のみが採択された。プログラムの実施期間は
10年間、特に優れた拠点にはさらに５年間の延長が認められる。

▶世界トップレベル国際研究拠点形成促進プログラム

World Premier International Research Center Initiative
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い
る
は
ず
で
す
」
と
言
う
。

　

特
定
の
細
胞
の
反
応
だ
け
を
見
る
の
で
は

な
く
、
免
疫
を
担
当
す
る
膨
大
な
数
の
細
胞

が
体
全
体
を
移
動
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
細

胞
間
の
相
互
作
用
が
行
わ
れ
て
い
る
の
を
と

ら
え
る
方
法
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
か
ら
、
生
体
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
シ
ス
テ

ら
に
、
ぜ
ん
息
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
花

粉
症
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症
に
も
、
免

疫
機
構
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。

　

人
類
が
こ
れ
ら
の
疾
患
を
制
御
し
、
有
効

な
治
療
法
を
見
い
だ
せ
る
か
ど
う
か
は
、
免

疫
学
の
基
礎
研
究
の
成
果
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。

■
免
疫
研
究
の
伝
統
の
上
に
新
た
な
挑
戦

　

免
疫
学
は
日
本
が
リ
ー
ド
し
て
き
た
領
域

の
一
つ
で
、
そ
の
多
く
を
山
村
雄
一
・
元
総

長
や
岸
本
忠
三
・
元
総
長
を
は
じ
め
と
す
る

大
阪
大
学
の
研
究
者
が
成
し
遂
げ
て
き
た
。

そ
の
伝
統
を
継
承
し
、
今
回
の
免
疫
学
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
至
っ
た
。

　

現
在
、
日
本
の
生
命
科
学
の
中
で
免
疫
学

の
み
が
、
世
界
標
準
を
大
き
く
超
え
る
レ
ベ

ル
に
あ
る
。
そ
の
優
れ
た
研
究
を
牽
引
し
て

き
た
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
審
良
静
男
教
授

が
、
免
疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

の
拠
点
長
を
務
め
る
。
審
良
教
授
は

２
０
０
７
年
度
恩
賜
賞
・
日
本
学
士
院
賞
を

受
賞
。
２
０
０
４
年
11
月
以
降
２
年
間
に
、

他
の
研
究
者
か
ら
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

論
文
を
世
界
で
最
も
数
多
く
書
い
た
免
疫
学

研
究
者
で
あ
り
、
す
べ
て
の
学
問
分
野
に
お

い
て
２
年
連
続（
06
、
07
年
）で
「
最
も
注
目

さ
れ
る
研
究
者
」
と
し
て
知
ら
れ
る（
ト
ム

ソ
ン
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
の
発
表
）。

　

そ
の
最
先
端
の
研
究
者
が
、「
こ
れ
ま
で

の
研
究
は
、
免
疫
応
答
の
一
場
面
を
取
り
出

し
て
見
て
い
る
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
に
す
ぎ

な
い
。
そ
れ
は
体
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
を
反
映
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
実
際
に

は
も
っ
と
も
っ
と
複
雑
な
こ
と
が
行
わ
れ
て

▶イメージング技術の開発

ム
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
始
ま
る
。

■
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
が
集
結

　

免
疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
と
す
る
研
究
で
は
、
免
疫
学
と
イ
メ
ー

ジ
ン
グ（
画
像
化
）技
術
と
の
融
合
が
核
に
な

る
。
体
の
外
か
ら
体
内
の
免
疫
細
胞
の
動
き

や
細
胞
間
の
情
報
伝
達
を
直
接
目
で
見
る
こ

と
に
よ
り
、
動
的
な
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
全ぜ

ん
ぼ
う貌

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

大
阪
大
学
の
も
う
一
方
の
特
出
し
た
分
野
で

あ
る
生
体
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
の
開
発
に
は
、

柳
田
敏
雄
教
授（
生
命
機
能
研
究
科
）の
グ

ル
ー
プ
が
当
た
る
。

　

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
を
向
上
さ
せ
、
生
体

内
に
お
け
る
免
疫
細
胞
の
動
的
な
活
動
と
応

答
を
可
視
化
す
れ
ば
、
病
原
体
や
が
ん
な
ど

に
対
す
る
免
疫
細
胞
の
反
応
を
詳
細
に
把
握

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
基
礎
研
究
の
進
展
が
、

感
染
症
、
が
ん
、
自
己
免
疫
疾
患
、
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
の
多
様
な
疾
患
の
診
断
・
治
療
の

た
め
の
新
し
い
戦
略
を
可
能
に
す
る
。

　

こ
の
拠
点
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
に
は
、

審
良
教
授
、
柳
田
教
授
の
ほ
か
、
岸
本
忠
三

元
総
長
ら
学
内
の
研
究
者
に
加
え
て
、
学
外

や
海
外
か
ら
も
免
疫
学
の
第
一
線
の
研
究
者

が
参
画
す
る
。
免
疫
学
10
〜
15
グ
ル
ー
プ
、

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
３
〜
５
グ
ル
ー
プ
の
中

核
的
研
究
グ
ル
ー
プ
の
下
に
、
最
終
的
に
は

２
０
０
人
を
擁
す
る
組
織
に
充
実
発
展
を
図

る
。
セ
ン
タ
ー
が
入
居
す
る
新
研
究
棟
は
、

09
年
３
月
ま
で
に
竣
工
予
定
。

　

本
拠
点
の
共
通
語
は
英
語
と
さ
れ
、
外
国

人
研
究
者
が
ス
タ
ッ
フ
の
30
％
を
占
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。「
あ
の
セ
ン
タ
ー
で
良

い
研
究
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
い
う
評
判
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
、
ポ
ス
ド
ク
の
人
た
ち
の

研
究
を
し
っ
か
り
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と

い
う
審
良
教
授
ら
の
構
想
通
り
、
内
外
か
ら

免
疫
学
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
人
材
が
集
結
し

つ
つ
あ
る
。

World Premier International Research Center Initiative
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◉
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
に
特
化

―
―

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
狙
い
と
特
色

は
？

　

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
活
用
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
免
疫
細
胞
の
動
態
を
可
視
化
す
る
こ
と

は
、
世
界
の
免
疫
研
究
の
大
き
な
流
れ
で
す
。

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ
が
先

行
し
て
い
ま
す
が
、
免
疫
学
は
日
本
が
強
さ

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
10
年
先
を

考
え
る
と
優
れ
た
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
が
な

け
れ
ば
国
際
競
争
に
負
け
て
し
ま
う
。
今
回

の
提
案
の
背
景
に
は
、
そ
う
い
う
危
機
感
も

◀複
雑
で
動
的
な

免
疫
シ
ス
テ
ム
に
迫
る

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

細
胞
間
相
互
作
用
を
解
明

│

感
染
症
、が
ん
、自
己
免
疫
疾
患
、

ア
レ
ル
ギ
ー
…

早
期
の
診
断
・
新
し
い
治
療
法
へ
の

道
を
開
く

▶目的：複雑かつ動的な免疫システムを理解することによる免疫疾患の制御

●
免
疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
拠
点
長

　

審
良
静
男
教
授
に
聞
く
│
│
│
│
│

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
文
部
科
学
省
か
ら
も
、

免
疫
学
だ
け
の
拠
点
で
は
な
く
、
よ
り
広
い

融
合
分
野
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
が
先
を
行
っ
て
い
る
と
い
っ
て

も
、
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
技
術
自
体
が
未
熟
な

の
で
、
頑
張
れ
ば
追
い
こ
せ
る
。
今
回
は
連

携
機
関
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
高
レ
ベ
ル
の
グ

ル
ー
プ
が
全
部
参
加
し
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
い
て
お
互
い
に
交
流
す
る
こ
と
に
よ

り
、
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
彼
ら
も
も
っ
と
新
し
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

手
に
入
れ
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
技
術
に
特
化
し
た
免
疫
学
の
研
究
セ
ン

タ
ー
が
で
き
る
こ
と
に
は
、
と
て
も
期
待
度

が
高
い
の
で
す
。

◉
早
期
の
診
断
が
可
能
に

―
―

基
礎
研
究
で
あ
り
な
が
ら
、
目
的
は

「
複
雑
か
つ
動
的
な
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
理
解

す
る
こ
と
に
よ
る
免
疫
疾
患
の
制
御
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
免
疫
疾
患
を
治
す
と
い
う
目

的
で
研
究
し
て
い
ま
す
。
免
疫
と
い
う
の
は
、

病
原
体
が
体
内
に
侵
入
し
て
き
た
ら
異
物
と

し
て
処
理
し
て
や
っ
つ
け
る
、
も
う
二
度
と

感
染
し
な
い
、
同
じ
病
気
に
か
か
ら
な
い
シ

ス
テ
ム
で
す
。
そ
れ
が
お
か
し
く
な
る
と
、

が
ん
や
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
る
し
、

逆
に
過
剰
に
反
応
す
れ
ば
自
己
免
疫
疾
患
に

な
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
や
移
植
時
の
拒
絶
反
応

に
も
免
疫
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

疾
患
の
治
療
を
す
る
た
め
に
は
、
免
疫
の
基

礎
的
な
と
こ
ろ
が
も
っ
と
解
明
さ
れ
な
い
と

進
み
ま
せ
ん
。
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※１ 自然免疫　マクロファージ、NK細胞などが、侵入した病原体やがんを直接攻撃し、発症を
　　　　　　　 防ぐ免疫系。自然免疫系は非特異的に貪食する原始的防御システムと考えられ
　　　　　　　 てきたが、Toll様受容体（TLR）の発見、解析を通じて、自然免疫系が病原体を
　　　　　　　 特異的に認識して対処し、さらに獲得免疫を誘導することが明らかになってきた。

※２ 獲得免疫　T細胞、B細胞などの働きで、後天的に獲得していく免疫系。同じ相手が再び侵
　　　　　　　 入してきても、抗原抗体反応によって撃退する。

―
―

研
究
が
進
め
ば
、
難
病
に
指
定
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
免
疫
疾
患
が
治
る
可
能
性
は
あ

り
ま
す
か
。

　

何
ら
か
の
症
状
が
出
て
き
た
り
、
炎
症
反

応
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な

く
、
将
来
的
に
は
免
疫
細
胞
の
お
か
し
な
挙

動
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

早
期
の
診
断
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
を
摂
取
し
て
何
週
間
、

何
カ
月
と
い
う
時
間
を
要
す
る
こ
と
な
く
、

抗
体
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
早
い
時
期

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
身
近
に
臨
床
の
場
で
、
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
が
使
え
る
時
期
が
や
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
免
疫
細
胞
の
動
き
か
ら
、
こ

う
い
う
パ
タ
ー
ン
の
と
き
は
免
疫
応
答
が
う

ま
く
い
っ
て
な
い
、
あ
る
い
は
強
い
免
疫
反

応
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
れ

ば
、
診
断
や
治
療
法
の
開
発
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
ず
は
早
い
時
期
に
免
疫
応
答
を
予
測

で
き
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

◉
免
疫
全
体
を
可
視
化
し
た
い

―
―

こ
れ
ま
で
の
免
疫
学
研
究
と
の
違
い

は
？

　

私
は
自
然
免
疫（
※
１
）を
研
究
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
獲
得
免

疫（
※
２
）を
研
究
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
包
括
し
た
全
体
の
免
疫
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
病
原
体
が
来
た
と
き
に
体
が
ど
う

い
う
反
応
す
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
向

か
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
な
ぜ

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
か
と
い
え
ば
、
免
疫
全
体
を

と
ら
え
て
最
終
的
に
病
原
体
を
撃
退
す
る
ま

で
の
過
程
を
可
視
化
し
た
い
か
ら
で
す
。

　

特
に
私
が
知
り
た
い
の
は
、
初
期
段
階
の

免
疫
応
答
の
実
態
で
す
。
病
原
体
が
体
内
に

入
る
と
、
そ
こ
で
何
が
起
こ
る
の
か
。
ど
う

い
う
状
況
に
な
っ
た
ら
、
な
ぜ
免
疫
応
答
が

お
か
し
く
な
っ
て
病
気
に
な
る
の
か
。
そ
の

初
期
反
応
を
知
る
た
め
に
は
、
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
の
方
法
が
最
も
有
効
な
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
免
疫
学
研
究
は
、
単
離
さ
れ

た
免
疫
細
胞
を
対
象
と
す
る
、
限
定
さ
れ
た

免
疫
応
答
の
理
解
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
免
疫
細
胞
が
活
性
化
し
た
り
抑
制

さ
れ
た
り
す
る
と
い
っ
て
も
、
実
は
わ
ず
か

な
細
胞
の
動
き
の
一
場
面
を
見
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
の
で
す
。

　

実
際
の
体
の
中
で
は
、
10
の
11
乗
と
い
う

膨
大
な
数
の
多
種
多
様
な
細
胞
が
免
疫
を
担

い
、
し
か
も
体
中
を
動
き
回
っ
て
い
ま
す
。

生
体
内
に
お
け
る
免
疫
細
胞
の
挙
動
や
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
細
胞
間
相
互
作
用
を
見
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
解
析
シ
ス
テ

ム
は
、
そ
の
動
き
と
変
化
に
つ
い
て
い
け
ま

せ
ん
。
私
た
ち
は
新
し
い
生
体
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
体
内
で
の
時
空
間

的
免
疫
応
答
を
、
そ
の
動
的
な
免
疫
シ
ス
テ

ム
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

◉
10
年
先
を
見
て
技
術
開
発

―
―

開
発
を
目
指
す
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
に

つ
い
て
。

「
１
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
」
と
い
う
の
は
、

細
胞
の
中
で
一
つ
一
つ
の
た
ん
ぱ
く
質
な
ど

の
挙
動
を
見
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
、
た
と
え
ば

細
胞
内
の
シ
グ
ナ
ル
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
伝

わ
っ
て
い
く
の
か
、
伝
達
経
路
を
解
析
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
は
柳
田
先
生
が
得

意
に
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。「
多
光
子
顕

微
鏡
」
は
、
細
胞
の
運
動
と
細
胞
間
相
互
作

用
を
見
て
解
析
す
る
機
械
で
す
。
細
胞
の
色

を
分
け
て
、
リ
ン
パ
節
な
ど
で
細
胞
同
士
が

ど
う
い
う
動
き
を
し
て
い
る
か
、
く
っ
つ
く

速
度
や
離
れ
る
速
度
を
含
め
た
動
き
の
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
で
す
。「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
」
も
、
リ
ン

パ
節
で
免
疫
細
胞
の
集
ま
り
具
合
な
ど
を
高

速
高
精
度
に
解
析
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
10
年

後
の
ス
ペ
ッ
ク
を
想
定
し
、
例
え
ば
多
光
子

顕
微
鏡
は
解
像
度
１
μ
m
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
対
応
す
る
な
ど
、
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

◉
免
疫
細
胞
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
解
明
へ

―
―

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
よ
っ
て
目
的
と
す
る

免
疫
疾
患
の
診
断
・
治
療
を
実
現
す
る
た
め

に
は
？

　

免
疫
細
胞
の
動
態
を
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い

き
ま
す
。
正
常
な
細
胞
の
動
き
と
が
ん
の
場

合
で
は
ど
う
違
う
か
、
自
己
免
疫
疾
患
の
場

合
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
場
合
な
ど
、
シ
ス
テ
ム

バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
的
な
考
え
方
で
動
き
を
解
析

し
ま
す
。

　

病
原
体
や
が
ん
の
認
識
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

反
応
が
起
こ
る
ま
で
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
全
体

を
10
の
11
乗
個
も
の
免
疫
細
胞
が
相
互
作
用

す
る
動
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
と
ら
え

た
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
動
き
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
病
気
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
治
療
法
へ
の
道
が

開
け
て
く
る
で
し
ょ
う
。

―
―

研
究
面
の
難
し
さ
、
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
は
？

　

や
は
り
、
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
ど
こ
ま
で
進
む
か
で
す
。
ま
た
、
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
で
細
胞
の
動
き
を
追
い
か
け
る

た
め
に
は
、
特
定
の
細
胞
を
ラ
ベ
ル
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
そ
こ
に
も
課
題

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

だ
け
を
ラ
ベ
ル
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
ま
だ

で
き
な
い
状
態
で
す
。
ラ
ベ
ル
す
る
に
は
い

ろ
い
ろ
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、

よ
り
良
い
方
法
を
試
み
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

研
究
に
は
特
定
の
遺
伝
子
を
改
変
し
た

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研

究
グ
ル
ー
プ
の
弱
い
と
こ
ろ
で
す
。
私
た
ち

は
特
定
の
遺
伝
子
に
よ
っ
て
細
胞
自
体
に
色

が
つ
く
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　

免
疫
学
は
常
に
生
命
科
学
の
幅
広
い
領
域

を
リ
ー
ド
し
、
学
問
の
進
歩
に
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。
あ
と
10
年
す
れ
ば
、
今
ま
で
の
考

え
方
と
は
違
っ
た
免
疫
学
に
基
づ
い
た
新
し

い
診
断
・
治
療
の
方
向
が
見
え
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
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■
数
理
的
な
手
法
を
生
か
す
方
法
論

　

大
野
研
究
室
で
は
毎
週
１
回
、
月
曜
日
の

ゼ
ミ
で
大
学
院
生
を
中
心
に
研
究
発
表
を

行
っ
て
い
る
。
11
月
５
日
に
は
、
地
域
が
ん

登
録
の
研
究
班
に
加
わ
っ
て
い
る
修
士
課
程

の
学
生
が
、
研
究
班
で
の
報
告
内
容
を
紹
介

し
た
。
研
究
の
進
捗
に
合
わ
せ
た
発
表
や
文

献
紹
介
と
と
も
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
課
題
が
明
確
に
な
り
、
問
題
意
識
が

深
ま
っ
て
い
く
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
、
が
ん
登
録
を
利
用
し
た

が
ん
患
者
推
計
、
有
病
者
数
推
計
、
病
院
タ

イ
ム
ス
タ
デ
ィ
に
基
づ
く
効
率
的
な
大
学
附

属
病
院
の
運
営
検
討
、
が
ん
拠
点
病
院
の
果

た
す
べ
き
機
能
設
計
、
数
理
寿
命
モ
デ
ル
、

保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
、
さ
ら
に
睡

眠
、
視
知
覚
行
動
分
析
、
中
医
学
な
ど
の
分

野
に
及
ぶ
。

　

大
野
教
授
は
「
学
生
さ
ん
と
一
緒
に
い
ろ

ん
な
課
題
を
考
え
、
問
題
を
解
い
て
い
く
う

ち
に
次
の
視
点
が
見
え
て
き
ま
す
」
と
語
る
。

多
岐
に
わ
た
る
研
究
の
共
通
点
は
、
数
理
的

な
手
法
を
最
大
限
に
生
か
す
方
法
論
の
追
究
。

そ
し
て
、「
ど
う
し
て
人
は
そ
う
考
え
る
の
か
、

そ
う
思
う
の
か
」
と
い
う
意
思
決
定
へ
の
興

味
。

■
阪
大
病
院
の
タ
イ
ム
ス
タ
デ
ィ

　

大
野
教
授
は
東
京
大
学
の
医
学
部
保
健
学

科
、
同
大
学
院
の
出
身
で
、
東
京
大
学
医
用

電
子
研
究
施
設
、
文
部
省
統
計
数
理
研
究
所

で
研
究
生
活
を
送
っ
た
。
人
工
知
能
や
宇
宙

医
学
を
は
じ
め
、
電
気
、
情
報
、
数
学
、
物

理
、
経
営
工
学
な
ど
他
分
野
の
研
究
者
と
の

交
流
の
中
か
ら
、
保
健
学
の
新
し
い
視
野
が

開
け
て
き
た
。
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
東
京

都
神
経
科
学
総
合
研
究
所
の
研
究
員
を
経

て
、
１
９
９
５
年
に
大
阪
大
学
へ
。

　

阪
大
で
は
、
ま
ず
附
属
病
院
の
タ
イ
ム
ス

タ
デ
ィ
に
取
り
組
ん
だ
。
第
二
外
科
と
放
射

線
科（
当
時
）の
病
棟
の
医
師
、
看
護
師
、
看

護
助
手
な
ど
を
対
象
に
、
い
つ
か
ら
い
つ
ま

で
、
ど
こ
で
、
誰
の
た
め
に
、
何
を
し
た
か
、

ど
う
移
動
し
た
か
な
ど
を
、
大
学
院
生
・
学

生
が
現
場
で
24
時
間
、
勤
務
の
切
れ
目
な
く

交
代
シ
フ
ト
で
詳
細
に
記
録
。
３
職
種
独
自

の
コ
ー
ド
体
系
に
よ
り
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
。

そ
れ
ま
で
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
分
野
で
の
作
業
時
間
測
定
法
だ
っ

た
手
法
を
、
病
院
に
お
け
る
統
合
的
な
業
務

分
析
法
へ
と
本
格
的
に
発
展
さ
せ
た
。

「
ど
の
よ
う
な
状
態
の
患
者
さ
ん
ご
と
に
ど

れ
ぐ
ら
い
時
間
を
か
け
る
か
、
１
病
棟
に
こ

う
い
う
患
者
さ
ん
が
こ
れ
ぐ
ら
い
お
ら
れ
た

ら
残
業
が
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
か
、
な
ど
も

数
式
で
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
忙
し
さ

の
中
身
を
踏
ま
え
た
業
務
提
供
量
の
推
計
式

か
ら
、
医
療
需
要
が
見
え
て
き
ま
す
。
看
護

師
が
絶
対
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
作
業
と

や
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
作
業
が
あ
り
、
段

取
り
の
重
要
性
や
優
先
順
位
の
付
け
方
も
わ

か
っ
て
く
る
の
で
す
」

■
が
ん
に
関
す
る
統
計
情
報
を
考
察

　

研
究
室
で
は
数
年
来
、「
が
ん
登
録
」
の

問
題
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
が
ん
患
者
の
罹

患
数
、
死
亡
数
、
生
存
率
な
ど
の
統
計
情
報

は
、
が
ん
対
策
の
立
案
や
評
価
に
必
要
で
あ

り
、
が
ん
の
実
態
や
治
療
成
績
、
検
診
の
有

効
性
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
に
も
重
要
だ
が
、

実
施
状
況
に
大
き
な
地
域
差
が
あ
る
。

「
欧
米
で
は
が
ん
登
録
に
つ
い
て
法
的
規
制

が
あ
り
精
密
な
把
握
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が

日
本
で
は
未
だ
法
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
東

京
は
じ
め
10
以
上
の
都
県
で
は
地
域
が
ん
登

録
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
実
施
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
も
国
際
的
な
精
度
基
準
を
満

た
す
地
域
が
ん
登
録
は
、
ま
だ
10
程
度
と
い

う
現
状
に
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
登
録
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
ら
『
が
ん
患
者
が
少
な
い
か

ら
健
康
的
な
県
』
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
生
存

率
に
し
て
も
予
後
追
跡
例
が
少
な
い
と
『
打

ち
切
り
例
』
と
な
り
一
見
予
後
は
良
く
見
え

ま
す
が
、
追
跡
調
査
が
進
む
ほ
ど
亡
く
な
っ

て
い
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
短
絡
的
な
数
字
の
読
み
方
は

禁
物
で
す
」

　

大
野
教
授
は
「
社
会
と
し
て
保
障
し
て
い

く
べ
き
医
療
が
あ
る
」と
言
い
、そ
れ
を
示
す

こ
と
の
で
き
る
方
法
論
を
追
究
し
て
い
る
。

数
理
保
健
学
と
い
う
境
界
・
融
合
領
域
を
研

究
す
る
者
と
し
て
、学
生
に
は「
や
っ
て
い
る

自
分
が
最
先
端
と
い
う
気
概
で
突
き
詰
め
て

い
く
と
面
白
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

保健医療問題を分析し解決する方法論を追究

　同じ病院でも、暇そうな病棟といかにも忙しそうな病棟があるが、その実
態は？　増え続けているがん患者の数や生存率から分かることは？　さまざ
まな調査で得られた数値に真実を語らせるためには、確かな方法論がなけれ
ばならない。地道な研究が現在の医療の問題点を浮き彫りにする。従来の疫
学や衛生学とも異なる「数理保健学」の分野を開拓している大野ゆう子教授
に取材した。

◦ 医学系研究科保健学専攻　教授
 大野ゆう子─ Yuko Ohno　　E-mail : ohno@sahs.med.osaka-u.ac.jp

数理保健学の新領域を開く

現在の医療の問題を「数理保健学」で研究する大野研究室
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も
と
も
と
家
業
が
薬
屋
さ
ん
だ
っ
た
の
で

す
ね
。「
昭
和
４
年
に
両
親
が
大
阪
市
旭
区

で
薬
局
を
始
め
、
ず
い
ぶ
ん
は
や
っ
て
い
ま

し
た
。
戦
後
、
父
が
奮
起
し
て
会
社
を
設
立

し
、
町
工
場
で
大
衆
薬
を
作
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
あ
ま
り
考
え
る
こ
と
な
く
当
然
自
分

も
薬
剤
師
に
な
る
と
い
う
感
じ
で
薬
学
部
に

進
み
ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
淀
川
で

フ
ナ
や
モ
ロ
コ
を
釣
っ
た
り
、
ト
ン
ボ
と
り

が
好
き
で
、
ぼ
や
っ
と
す
ご
し
て
い
ま
し
た

ね
。
予
習
や
復
習
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
し
た
こ

と
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学
の
成
績
は
数

学
の
５
以
外
は
３
か
４
で
し
た
。
高
校
３
年

の
時
の
模
擬
試
験
で
ほ
と
ん
ど
零
点
を
と
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
行
く
大
学
が
な
い
と
一
か
ら

勉
強
し
直
し
、
結
局
一
浪
し
ま
し
た
」

　

ど
ん
な
学
生
生
活
で
し
た
か
？
「
ド
イ
ツ

語
や
英
語
の
授
業
で
あ
て
ら
れ
て
も
答
え
ら

れ
ず
立
た
さ
れ
る
。
半
分
は
女
子
学
生
で
す

か
ら
恥
ず
か
し
く
て
、
こ
れ
は
大
変
な
と
こ

ろ
へ
入
っ
た
、
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
年
の

９
月
に
は
結
核
が
み
つ
か
り
、
阪
大
病
院
へ

入
院
、
再
発
な
ど
で
２
年
留
年
。
そ
ん
な
こ

と
も
あ
り
、
や
っ
と
卒
業
で
き
た
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。
当
時
か
ら
政
治
や
社
会
情
勢
に

は
関
心
が
あ
っ
て
、
学
生
運
動
を
し
て
い
る

友
人
が
多
く
、
左
翼
の
シ
ン
パ
と
い
う
と
こ

ろ
で
し
た
。
な
ん
と
か
修
士
課
程
に
合
格
し

て
、
父
の
会
社
を
手
伝
い
な
が
ら
病
院
の
夜

間
診
療
の
薬
剤
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
も
し

て
い
ま
し
た
」

　

大
学
院
を
修
了
し
て
本
格
的
に
家
業
に
就

か
れ
た
昭
和
40
年
こ
ろ
は
、
ち
ょ
う
ど
会
社

が
一
般
用
医
薬
品
か
ら
医
療
用
の
後
発
医
薬

品
メ
ー
カ
ー
に
転
換
し
た
時
代
に
あ
た
り
ま

す
。「
経
営
の
実
態
が
大
変
な
の
を
知
り
、

目
が
覚
め
る
思
い
で
し
た
。
私
自
身
は
、
そ

れ
ま
で
の
ん
び
り
蓄
え
て
い
た
力
を
い
よ
い

よ
発
揮
し
て
、
も
の
す
ご
い
加
速
で
進
み
出

し
た
感
じ
で
す
。
社
員
は
30
人
ほ
ど
、
薬
剤

師
は
自
分
だ
け
。
製
造
承
認
を
と
る
、
試
験

を
す
る
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
書
く
と
い
っ
た

仕
事
を
す
べ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
、
自
分
だ
け
で
や
っ
て
い
た
の
で
は
限

界
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
大
手
新
薬
メ
ー
カ
ー

の
経
験
者
獲
得
に
動
き
ま
し
た
。
プ
ロ
で
固

め
て
い
く
こ
と
で
、
技
術
、
情
報
の
速
さ
と

質
と
量
、
学
術
な
ど
の
分
野
を
充
実
さ
せ
、

品
質
を
誇
れ
る
会
社
に
育
て
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

97
年
以
降
、
全
国
紙
に
全
面
カ
ラ
ー
広
告

を
展
開
す
る
な
ど
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

普
及
に
早
く
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
メ
リ
ッ
ト
が
？
「
ま
ず
患

者
さ
ん
が
負
担
す
る
薬
代
が
半
額
ほ
ど
で
済

み
ま
す
。
ま
た
国
民
全
体
の
医
療
費
で
も
、

仮
に
特
許
期
間
が
満
了
し
て
い
る
薬
の
す
べ

て
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
替
わ
る
と
し

て
試
算
す
る
と
、
年
間
約
１
兆
円
の
節
減
に

な
り
ま
す
。
企
業
間
競
争
が
激
化
し
て
新
薬

開
発
も
活
発
に
な
り
、
日
本
の
製
薬
産
業
の

再
編
を
促
し
、
業
界
の
近
代
化
が
期
待
で
き

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

　

06
年
4
月
か
ら
処
方
箋
に
「
後
発
医
薬
品

へ
の
変
更
可
」
の
欄
が
設
け
ら
れ
、
医
師
の

署
名
が
あ
れ
ば
患
者
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
が
、
実
際
に
は
な
か
な
か
難
し
い
面
が

あ
る
よ
う
で
す
ね
。「
医
療
費
の
抑
制
が
重

要
課
題
に
な
っ
て
い
た
欧
米
の
医
療
先
進

国
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ

ツ
な
ど
で
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

割
合
は
50
％（
数
量
ベ
ー
ス
）を
超
え
て
い
ま

す
が
、
日
本
で
は
17
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
新
薬
と
同
じ
く
安
全
、

有
効
で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
広
め
、
医
師
や

薬
剤
師
に
と
っ
て
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う

な
制
度
の
整
備
を
求
め
て
、
働
き
か
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
」

　

と
こ
ろ
で
、
沢
井
製
薬
に
も
阪
大
出
身
の

社
員
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
ね
。
母
校
、

阪
大
の
印
象
は
ど
う
で
す
か
？
「
私
は
大
阪

で
生
ま
れ
、
育
ち
、
学
校
、
会
社
も
す
べ
て

大
阪
。
阪
大
と
阪
神（
プ
ロ
野
球
）へ
の
愛
着

は
強
い
。
特
に
、
私
の
よ
う
な
で
き
の
悪
い

も
の
で
も
学
歴
を
つ
け
て
く
れ
た
阪
大
に
は

死
ぬ
ほ
ど
感
謝
し
て
い
ま
す
。
東
大
や
京
大

に
負
け
な
い
よ
う
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
」

　ここ数年、新聞広告やテレビＣＭで知られるようになった「ジェネリッ
ク医薬品」。新薬の特許期間満了後に発売される後発医薬品のことで、開
発コストが抑えられるため安価で販売・購入でき、患者の立場からも、
また国の医療費軽減につながるとしても注目されている。そのトップメー
カー、東証一部上場企業でもある「沢井製薬」の社長を務める澤井弘行
さん。「国と国民と医療の発展のためにもジェネリック医薬品の普及に生
涯をかけています」と語る。

'	

O
B
訪
問

 

● 

沢
井
製
薬　

社
長

─
澤
井
弘
行

─

H
iroyu

k
i Sa

w
a

i

●澤井弘行（さわい　ひろゆき）氏
1938年、大阪市生まれ。大阪大学大学院薬学研究科修
士課程修了。沢井製薬入社。医薬工業協議会会長、日本
経団連評議員。阪大時代は将棋部に所属、団体戦で全国
優勝、個人戦でも関西２位の腕前。趣味はゴルフ、読書。
毎朝、社屋９階の社長室まで階段で上がるのが日課。

な
に
よ
り
も
患
者
さ
ん
の
た
め

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
普
及
に
生
涯
か
け
る
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高
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口
腔
機
能
学
教
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授

　
　
　
　
　

 （
顎
口
腔
機
能
治
療
学
教
室
）
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─

Ta
k
a
yo

sh
i Sa

k
a

i

E
-m

a
il : sa

k
a

i@
d
en

t.o
sa

k
a

-u
.a

c.jp
「
唾
液
と
口
の
健
康
に
つ
い
て
」

■
歯
科
医
は
口
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

　

歯
科
治
療
と
言
え
ば
、歯
を
削
っ
た
り
、抜

い
た
り
、
詰
め
た
り
す
る
こ
と
が
思
い
浮
か

び
ま
す
が
、
近
頃
、「
口
腔
ケ
ア
・
摂
食
・
嚥

下
」
と
い
う
言
葉
が
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
歯
科
医
師
に

求
め
ら
れ
る
治
療
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

口
に
は
、
物
を
食
べ
た
り（
摂
食
）、
飲
み

込
ん
だ
り
す
る（
嚥
下
）、
生
物
学
的
で
、
理

系
の
側
面
と
、
感
情
を
声
で
表
現
し
た
り（
言

語
・
音
声
）、
味
わ
っ
た
り
す
る（
味
覚
）、

人
文
学
的
で
、
文
系
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。

口
は
、
人
間
が
動
物
で
は
な
く
、
ヒ
ト
で
あ

る
た
め
に
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

器
官
と
言
え
ま
す
。

■
唾
液
の
重
要
な
役
割

　

唾
液
に
は
、
消
化
作
用
、
抗
菌
作
用
、
修

復
作
用
、
粘
膜
保
護
作
用
な
ど
を
は
じ
め
と

し
て
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
ア
ミ
ラ
ー

ゼ
と
い
う
消
化
酵
素
を
含
む
こ
と
や
、
様
々

な
抗
菌
成
分
を
含
む
こ
と
は
、
学
生
時
代
の

生
物
で
記
憶
に
残
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
唾
液
に
は
Ｅ
Ｇ
Ｆ (E

piderm
al 

G
row

th Factor)

と
い
う
増
殖
因
子
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
顎
下
腺
か
ら
の
抽

出
タ
ン
パ
ク
を
新
生
児
マ
ウ
ス
に
注
射
し
て
、

眼
が
開
く
の
と
歯
が
生
え
て
く
る
の
が
数
日

早
く
な
る
と
い
う
研
究
結
果
か
ら
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
当
初Tooth-L

id Factor

と
名
づ

け
ら
れ
、
Ｎ
Ｇ
Ｆ (N

erve G
row

th Factor)

の
発
見
と
共
に
、
１
９
８
６
年
、
ノ
ー
ベ
ル

医
学
・
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
有
名

で
す
。

　

ア
ン
チ
エ
ン
ジ
ン
グ（
抗
加
齢
医
学
）と
い

う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、唾
液
に
は
、Ｅ

Ｇ
Ｆ
、
Ｎ
Ｇ
Ｆ
を
は
じ
め
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
に
重
要
な
物
質
が
多
数
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
以
前
は
化
粧
品
の
購
買
意
欲
を
誘
う
商

業
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
、N

ature, C
ell, S

cience

な
ど
の
有

名
誌
に
も
ア
ン
チ
エ
ン
ジ
ン
グ
に
関
す
る
論

文
が
報
告
さ
れ
、
東
京
大
学
を
は
じ
め
と
す

る
他
大
学
で
も
抗
加
齢
医
学
講
座
が
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
唾
液
に
は
ム
チ
ン
と
い
う
ネ
バ
ネ

バ
と
し
た
タ
ン
パ
ク
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ム
チ
ン
は
納
豆
や
オ
ク
ラ
に
も
含
ま
れ
、
い

わ
ゆ
る
、
糸
を
ひ
く
成
分
で
、
口
に
硬
い
も

の
が
接
触
す
る
際
に
、
粘
膜
を
保
護
し
ま
す
。

食
べ
物
は
水
だ
け
で
は
、
ま
と
ま
り
に
く
く
、

嚥
下
し
づ
ら
い
の
で
す
が
、
こ
の
粘
り
気
で

ま
と
ま
り
嚥
下
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
唾
液

が
ネ
バ
ネ
バ
し
て
困
る
と
い
う
患
者
さ
ん
も

お
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
は
重
要
な
役
割
を
し

て
い
ま
す
。

■
世
界
に
発
信
す
る
技
術

　

１
９
７
２
年
、
オ
リ
ン
パ
ス
と
大
阪
大
学

歯
学
部
附
属
病
院
・
顎
口
腔
機
能
治
療
部
、

第
一
口
腔
外
科
と
の
共
同
研
究
で
、
鼻
か
ら

の
軟
性
内
視
鏡
が
作
製
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
口
蓋
裂
患
者
の
鼻
咽
腔
閉
鎖
運
動
を
解

析
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。
現

在
、
世
界
中
の
医
療
機
関
で
「
鼻
か
ら
の
内

視
鏡
」
と
し
て
用
い
ら
れ
、
大
阪
大
学
か
ら

世
界
へ
発
信
し
た
技
術
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
当
診
療
部
で
は
、
こ
の
内
視
鏡
を
利

用
し
、
口
腔
乾
燥
症（
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
）の
臨

床
研
究
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
健
常
者
と
比

較
し
て
、
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
患
者
の
食
塊
形
成

は
不
良
で
あ
り
、
誤
嚥
し
や
す
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
今
後
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス
ク
診

断
と
患
者
さ
ん
の
食
事
指
導
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
高
齢
社
会
か
ら
超
高
齢
社
会
へ

　

高
齢
社
会
を
迎
え
た
現
在
、
多
種
類
の
薬

剤
を
服
用
す
る
患
者
さ
ん
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

先
日
、
来
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
は
30
種
類

も
の
薬
を
3
つ
の
診
療
所
か
ら
処
方
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
薬
の
名
前
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

同
様
成
分
の
胃
薬
、
抗
不
安
薬
、
降
圧
剤
を

5
年
間
重
複
し
て
、
服
用
し
て
き
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
薬
剤
の
中
に
は
、

口
が
乾
く
副
作
用
を
も
つ
も
の
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
患
者
本
人
は
主
治
医
に
処
方
さ
れ

る
ま
ま
、
全
て
の
薬
剤
を
服
用
し
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
重
度
の
ド
ラ
イ

マ
ウ
ス
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
診
療
部
に

来
ら
れ
た
時
、
主
治
医
と
相
談
の
上
、
同
じ

薬
剤
の
場
合
は
、
一
種
類
に
絞
っ
て
も
ら
い
、

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
は
軽
減
し
ま
し
た
。
こ
の
経

験
か
ら
、
複
数
の
医
療
機
関
の
間
で
投
薬
内

容
を
確
認
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。　

　

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
に
は
根
本
的
な
治
療
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。
唾
液
腺
組
織
再
生
療
法
な
ど

の
画
期
的
な
治
療
方
法
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
実
現
で
き
な
い
の
が
現
状

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
対
症
療
法
も
新
し

く
変
化
し
て
お
り
、
対
応
で
き
る
医
療
機
関

も
増
え
て
い
ま
す
。
お
困
り
の
方
、
お
近
く

の
歯
科
医
院
、
あ
る
い
は
、
当
診
療
部
に
ご

相
談
下
さ
い
。

現在の内視鏡

不完全な食塊形成（内視鏡所見） 良好な食塊形成（内視鏡所見）
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「
う
っ
か
り
ミ
ス
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

■
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

　

皆
さ
ん
は
最
近
何
か
失
敗
を
し
ま
せ
ん
で

し
た
か
？
「
人
の
名
前
を
呼
び
間
違
え
た
」

「
会
議
を
す
っ
か
り
忘
れ
た
」
な
ど
、
冷
や

汗
の
量
は
と
も
か
く
、
そ
の
内
容
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
「
意
図（
〜

し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
）と
結
果
が
く
い
違
っ

て
し
ま
う
こ
と
」
を
心
理
学
で
は
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
と
言
い
ま
す
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

は
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
日
常
の
些
細
な
出
来
事

で
す
が
、
航
空
機
事
故
や
原
発
事
故
な
ど
高

度
に
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
産
業
現
場
で
は
、

人
間
の
ち
ょ
っ
と
し
た
エ
ラ
ー
が
き
っ
か
け

と
な
り
大
惨
事
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
医
療
ミ
ス
や
交
通
事
故
な
ど
、
私
た
ち

の
身
近
な
事
故
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
多
く
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
防
止
は
現
代
社

会
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

在
で
な
く
、
互
い
に
つ
な
が
り
合
っ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
あ
る
文
字
を
書
こ
う
と
す

る
場
合
、
そ
れ
に
対
応
す
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
加
え
て
、
動
き
の
類
似
す
る
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
も
活
性
化
が
波
及
し
、
そ
こ
に

「
早
く
」「
繰
り
返
す
」
と
い
っ
た
エ
ラ
ー
の

促
進
要
因
が
加
わ
る
と
、
類
似
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
出
現
を
抑
え
き
れ
ず
、
思
い
も
よ
ら

ぬ
字
を
書
い
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で

す
。
日
常
生
活
で
「
い
つ
も
と
違
う
こ
と
」

を
す
る
つ
も
り
が
、
つ
い
類
似
の
「
慣
れ
た

こ
と
」
を
し
て
し
ま
う
と
い
う
エ
ラ
ー
が
あ

り
ま
す
が（
こ
の
種
の
エ
ラ
ー
は
日
常
エ
ラ
ー

の
40
％
を
占
め
る
と
の
調
査
も
あ
り
ま
す
）、

こ
れ
も
基
本
的
に
は
類
似
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
活
性
化
の
波
及
と
い
う
、
同
種
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
で
生
じ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

■
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は
防
げ
る
か

　

私
た
ち
が
エ
ラ
ー
を
お
か
し
た
場
合
、

「
う
っ
か
り
」「
ぼ
ん
や
り
」
に
原
因
を
求
め
、

「
注
意
喚
起
」
で
片
付
け
が
ち
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
は
私
た
ち
が
物
事
に
慣
れ
る
こ

と
自
体
に
そ
の
発
生
の
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
わ
け
で
、
注
意
力
な
ど
個
人
の
努
力
で
す

べ
て
を
無
く
す
こ
と
は
不
可
能
と
言
え
ま
す
。

そ
こ
で
事
故
の
原
因
と
な
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
に
対
し
て
は
、
間
違
え
る
と
設

備
面
か
ら
気
づ
か
せ
る
、
そ
れ
よ
り
先
に
進

め
な
く
す
る
な
ど
、
外
部
環
境
か
ら
の
対
策

を
立
て
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

■
エ
ラ
ー
を
体
験
す
る

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は
誰
も
が
お
か
す
こ

と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。
そ
こ
で
そ
の

原
因
を
探
る
た
め
、
私
た
ち
が
実
験
的
に
誰

か
の
行
動
を
じ
っ
と
観
察
し
て
も
、
人
は
さ

ほ
ど
頻
繁
に
失
敗
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
に
エ
ラ
ー
を
研
究
す
る
難
し
さ

が
あ
り
ま
す
。
と
は
言
え
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

を
簡
単
に
観
察
・
体
験
で
き
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
、
紙
と
鉛
筆
を
ご
用
意
下
さ

い
。
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
次
の
こ
と
で

す
。
し
ば
ら
く
の
間
「
ひ
ら
が
な
の
『
お
』

と
い
う
文
字
を
出
来
る
だ
け
早
く
、
繰
り
返

し
書
き
続
け
て
下
さ
い
」。

　

ど
う
で
し
ょ
う
。
す
べ
て
正
し
く
書
け
た

で
し
ょ
う
か
。
図
１
は
あ
る
人
の
例
で
す
。

多
く
の
人
は
「
お
」
を
書
き
続
け
る
う
ち
に
、

「
あ
」「
す
」「
む
」
な
ど
、
思
わ
ぬ
字
を
書
い

て
し
ま
い
ま
す
。
次
は
「
み
」
と
い
う
文
字

で
は
ど
う
で
し
ょ
う（
図
１
に
同
じ
く
失
敗

例
を
あ
げ
ま
す
）。
こ
の
よ
う
な
意
図
し
た

字
と
違
う
字
を
書
い
て
し
ま
う
エ
ラ
ー
を
急

速
反
復
書
字
ス
リ
ッ
プ
と
言
い
ま
す（
ス
リ
ッ

プ
と
は
、
し
損
な
い
・
し
く
じ
り
と
言
っ
た

誤
り
を
意
味
す
る
用
語
で
す
）。

■
な
ぜ
起
き
る
の
か
？

　

こ
の
よ
う
な
エ
ラ
ー
が
生
じ
る
理
由
の
一

つ
の
可
能
性
と
し
て
、
文
字
の
視
覚
的
な
類

似
性
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
次

の
よ
う
な
事
実
か
ら
否
定
さ
れ
ま
す
。
例
え

ば
「
九
」
の
急
速
書
字
で
は
図
１
の
下
に
示

す
よ
う
に
「
れ
」
の
書
き
間
違
い
が
よ
く
見

ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
「
九
」
を
縦
棒
で
あ

る
「
ノ
」
か
ら
書
き
始
め
る
人（
学
校
で
習
っ

た
筆
順
で
す
）に
限
ら
れ
、
横
棒
か
ら
書
き

始
め
る
人
は
ま
ず
そ
の
間
違
い
は
し
ま
せ
ん

（
そ
の
よ
う
な
人
の
代
表
的
エ
ラ
ー
は
「
か
」

で
す
）。
こ
の
よ
う
に
書
き
間
違
え
は
視
覚

的
な
類
似
性
よ
り
も
む
し
ろ
筆
順
、
つ
ま
り

手
の
動
き
の
類
似
性
に
強
く
影
響
を
受
け
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
無
数
の
文
字
を
書
い

て
お
り
、
そ
の
慣
れ
親
し
ん
だ
行
為
に
は
そ

れ
に
対
応
す
る
運
動
記
憶
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
出

来
あ
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た

私
た
ち
が
日
常
の
多
く
の
こ
と
を
特
に
意
識

し
な
く
て
も
で
き
る
の
は
、
無
数
に
所
持
す

る
運
動
記
憶
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
性
化
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
ら
は
孤
立
し
た
存

図1：急速反復書字により書き間違えた事例
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●大阪大学総合学術博物館・大阪歴史博物館共同展示
 「特集展示　城下町大坂」
　2月20日（水）～3月31日（月）、大阪歴史博物館。問い合わせ先＝総合学
術博物館総務係（TEL06-6850-6715）

 http://www.museum.osaka-u.ac.jp

●第20回日本小腸移植研究会
　3月1日（土）、千里ライフサイエンスセンター。問い合わせ先＝医学系
研究科外科学講座・小児成育外科学（TEL06-6879-3753）

 E-mail：syoucyou@pedsurg.med.osaka-u.ac.jp

●グローバルCOEプログラム「アンビエント情報社会基盤創成拠点」
 第1回創設シンポジウム
　3月5日（水）、千里阪急ホテル。問い合わせ先＝情報科学研究科・岸野
文郎教授（TEL06-6879-7750）　E-mail：kishino@ist.osaka-u.ac.jp

 http://www.ist.osaka-u.ac.jp/GlobalCOE/index.html

●Focus on Microscopy 2008（FOM2008）
 21st International Conference on 3D Image Processing in Microscopy
 20th International Conference on Confocal Microscopy
 4月13日（日）～16日（水）、淡路夢舞台国際会場。問い合わせ先＝工学
研究科・河田研究室（TEL06-6879-7947、FAX06-6879-7330）
　E-mail: fom2008org@ap.eng.osaka-u.ac.jp

 http://www.focusonmicroscopy.org

●平成19年度共同研究成果報告会「レーザー研シンポジウム2008」
　4月17日（木）～18日（金）、医学部銀杏会館。問い合わせ先＝共同研究
係　E-mail：kyodokenkyu@ile.osaka-u.ac.jp

●第47回日本生体医工学会大会
　5月8日（木）～10日（土）、神戸国際会議場。問い合わせ先＝第47回日本
生体医工学会大会事務局

 （TEL06-6875-5623、FAX06-6879-3639）
 E-mail：47jsmbe@medone.med.osaka-u.ac.jp

AWARDS & NEWS
川島康生名誉教授が文化功労者に
心臓血管外科・移植医療のパイオニア

　平成19年度文化功労者に川島
康生名誉教授（医学部）が選ば
れ、11月５日（月）、ホテルオー
クラで顕彰式が行われました。
　川島名誉教授は、これまで日
本胸部外科学会、日本循環器病
学会会長を歴任し、平成12年に
はアメリカ、ヨーロッパ以外で
初めての国際心肺移植学会を開
催するなど日本を代表する数少
ない心臓血管外科医、また、心
臓移植医療のパイオニアであり、
現在も国立循環器病センター名
誉総長、循環器病研究振興財団
副会長として活躍中です。
　川島名誉教授は昭和30年に本
学を卒業後、昭和39年には南カ

リフォルニア大学に留学、心臓外科の研鑽を積み、帰国後は体外循環の安
全性の向上の研究や多くの心臓手術を執刀し、日本の心臓外科医の第一人
者として活躍されました。昭和53年より平成２年まで大阪大学医学部第
一外科教授として日本の心臓血管外科の臨床と研究の発展に大きく寄与
し、特に世界的にもKawashima手術として通用し、多くの海外の教科書
にも引用されるTaussig-Bing奇形の手術術式は日本発の心臓外科手術術
式として特筆すべきものであります。さらに大阪大学在職中に始めた根治
術後長期遠隔期の合併症を防ぐファロー四徴症の術式は世界的に標準術式
となっており、国立循環器病センターに移ってからも本邦での心臓移植再
開に向けての社会的活動を積極的に行いました。在任中には心臓移植は再
開されなかったものの多くの医師育成に力を注いだ結果、その後進によっ
て本邦の心臓移植が再開されました。このような活動が評価され栄えある
文化功労者に選ばれました。

受　賞

■竹谷純一准教授「日本応用物理学会論文賞」受賞
　理学研究科の竹谷純一准教授が日本応用物理学会論文賞を受賞しまし
た。授賞式は、9月4日(火)北海道工業大学で開催された2007年秋季第68

回応用物理学会学術講演会において行われました。
■馬越佑吉教授「村上記念賞」受賞
　工学研究科の馬越佑吉教授が、日本金属学会村上記念賞を受賞しまし
た。授賞式は9月19日(水)岐阜大学で開催された日本金属学会秋期大会に
おいて行われました。
■篠原美紀准教授「日本遺伝学会奨励賞」受賞
　蛋白質研究所の篠原美紀准教授が日本遺伝学会奨励賞を受賞しました。
授賞式は、9月20日(木)岡山大学で開催された日本遺伝学会第79回大会
において行われました。
■会田茂樹教授「日本数学会第6回(2007年度)解析学賞」受賞
　基礎工学科の会田茂樹教授が日本数学会第6回(2007年度)解析学賞を受
賞しました。授賞式は、9月23日(日)東北大学で開催された日本数学会秋
季総合分科会において行われました。
■中野雅由教授「Research Excellence Award」受賞
　基礎工学研究科の中野雅由教授が、9月27日（木）にギリシャのコルフ島
で開催された科学と工学における計算手法に関する国際会議（International 

Conference of Computational Methods in Science and Engineering）にお
いて、Research Excellence Awardを受賞しました。

　工学研究科の河田聡教授が、応用物理学
研究の分野における功績により、平成19年
度秋の褒章で紫綬褒章を受章しました。
　河田教授は長年にわたり、応用物理学、
特にナノ光学の教育と研究に努め、それま
で原理的に不可能と考えられていたナノ分
解能を持つ光学顕微鏡（近接場光学顕微鏡）
を発明し、３次元的にナノ構造を形成する
２光子光重合法を開拓し、さらに金属とフォ
トンの相互作用の科学であるプラズモニク
スの分野を先導し、ナノ光学（ナノフォトニ
クス）とプラズモニクスという新しい光科学を創出することに貢献し、こ
れらの功績が認められたものです。

■河田聡教授が紫綬褒章受章
　 ナノ光学分野を開拓した功績
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櫻井名誉教授の発声で万歳三唱

＝グローバルCOE事務室（TEL06-6850-5545）
 E-mail：coe-sec@chem.sci.osaka-u.ac.jp

●デジタルリポジトリ連合国際会議2008（DRFIC2008)
 「アジア・環太平洋地域におけるオープンアクセスと機関リポジトリ」
　1月30日（水）～31日（木）、医学部銀杏会館。問い合わせ先＝附属図書
館利用支援課・片山俊治（TEL06-6850-5060）

 E-mail：skata@library.osaka-u.ac.jp

 https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/DRFIC2008/

●歯学研究科21世紀COEプログラム
 COEオープンシンポジウム2007/第2回日韓合同シンポジウム
　2月1日（金）～2日（土）、千里阪急ホテル。問い合わせ先＝歯学研究科

21世紀COE事務局（TEL＆FAX06-6879-2063）
 E-mail：fbdosaka@dent.osaka-u.ac.jp

●セミナー「CRPSの診断と治療」
　2月2日（土）、アクスネッツ梅田。問い合わせ先＝医学系研究科疼痛医
学講座・宮内（TEL06-6879-3745、FAX06-6879-3495）

●The Mouth and Face Forum 2008 in silico Dentisy
　1月14日（月）～15日（火）、大阪大学中之島センター。問い合わせ先＝
事務局（TEL06-6879-2958）　E-mail：MouthFace2008@gmail.com 

 http://www.dent.osaka-u.ac.jp/~ortho/docs/edocs/MFF/index.html

●グローバルCOE「次世代電子デバイス教育研究開発拠点」
 第1回国際シンポジウム
 The 1st  Global COE International Symposium
 ─ Electronic Devices Innovation--(EDIS2008)
　1月21日（月）～22日（火）、医学部銀杏会館。問い合わせ先＝グローバ
ルCOE「次世代電子デバイス教育研究開発拠点」事務局

 （TEL06-6876-4711）　E-mail：conf@gcoe.eei.eng.osaka-u.ac.jp

●The 1st International Global COE Symposium on Global 
Education and Bio-Environmental Chemistry(GCOEBEC-1)
　1月27日（日）～29日（火）、ホテル阪急エキスポパーク。問い合わせ先

Schedule─◇シンポジウム等

阪大、京大、神大が２月に初の連携シンポ
－関西から世界へ：３大学による「知」の創出と発信－

　大阪大学、京都大学、神戸大学の3大学が連携し、世界に通用する高度
人材育成を行い、将来、関西の知的創造拠点の形成を目指し、国際シンポ
ジウムを開催することになりました。第1回は来年2月に開催。大阪大学
が担当し、「情報科学」分野を対象とした大学間連携による高度人材育成
に関するテーマを設定しています。
　このシンポジウムは、情報通信をはじめとした科学技術、文化、芸術等
の振興に関する教育・研究事業を3大学が連携して実施することにより、
卓越した研究者・技術者の人材育成に貢献し、関西地域の産業の発展と地
域活性化に寄与することを目的としており、また、未来生活の課題とも言
うべきさまざまな分野において、3大学連携により世界の「知」を集積し、
社会への発信に取り組んでいきます。
【テーマ】─ソフトウェア技術者教育：期待と国際的な潮流─
【日　時】平成20年2月27日（水）午前10時～
【場　所】大阪国際会議場（大阪市北区中之島5-3-51）
http://www.3univ.jp

　大阪大学同窓会連合会では、入会いただ
きました会員の皆様に会員証を発行し、11

月初旬にお送りしました。これに伴い、会
員証のご提示による各種サービスについて、
順次ホームページ上でお知らせします。
　また、かねてより準備していました会員専用ポータルサイトを、このた
び開設しました。ポータルサイトでは、会員同士が自由に情報交換をする
場やパソコンに関する質問にお答えするコーナー等も設けています。会員
証をお送りしました際にお知らせしておりますID、パスワードをご確認
いただき、ホームページのトップからログイン願います。
　同窓会連合会では引き続き会員の皆様の貴重なご意見を参考に運営を
行っていきたいと考えていますので、ご支援のほどよろしくお願いいたし
ます。まだ入会されていない方々におかれましても、是非ご入会いただき
ますようよろしくお願いいたします。
会員専用ポータルサイト：https://alumni.jim.osaka-u.ac.jp/alumni/

大阪大学同窓会連合会会員証の発行と
会員専用ポータルサイト開設のご案内

　毎年恒例の名誉教授会が11月27日（火）、リーガロイヤルホテル「山楽
の間」で、名誉教授89人、名誉教授会から招待された総長以下部局長ら
26人が出席して開催されました。

　今年の名誉教授会では、今年
度の文化功労者及び秋の叙勲を
受けられた名誉教授が紹介され、
瑞宝大綬章を受章された熊谷信
昭名誉教授（元総長）、文化功労
者に選ばれた川島康生名誉教授
（医学部）から挨拶がありました。
　続いて、審良静男・免疫学フ
ロンティア研究センター拠点長
から「自然免疫の役割」と題す
る講演が行われ、また、鷲田清
一総長からは、今年10月の大阪
外国語大学との統合をはじめ、

教育・研究活動、キャンパスの整備状況など、大学の近況が報告されると
ともに、今後の取り組みとして、21世紀懐徳堂構想など社学連携事業に
ついて話がありました。
　懇親会では、鷲田総長による出席
部局長等の紹介、山賀禮一名誉教授
（歯学部）の発声による乾杯の後、お
互いの近況報告など旧交を温めなが
ら、終始和やかな雰囲気の中で懇談
が行われ、最後に櫻井洸名誉教授
（産研）の発声による万歳三唱により
盛会のうちに終了しました。

瑞宝大受章を受章した熊谷名誉教授（元総長）

和やかに名誉教授会開催

乾杯の挨拶をする山賀名誉教授



●大阪大学または阪大ニューズレターへのご意見、お問い合わせがありましたら、Eメールで受け付けております。 E-Mail:NEWSLETTER@star.jim.osaka-u.ac.jp

[阪大ニューズレター]次号（39号）の特集予告

◎阪大ニューズレターは、新聞古紙100%の再生紙を使用しています。

大阪大学の「社学連携」への取り組みについて特集します。
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'対談 ─ 松園万亀雄／小泉潤二 ─ 5
グローバル化の時代と人材育成
国際貢献できる人を育てる教育システム

　 特集　世界トップレベルの国際研究拠点へ ─ 9
「免疫学フロンティア研究センター」が発進
免疫学とイメージング技術を融合

研究室紹介 ─ 数理保健学の新領域を開く ─ 大野ゆう子 ─ 13

OB訪問 ── 澤井弘行・沢井製薬社長 ─ 14

健康 ─ 唾液と口の健康について ─ 阪井丘芳 ─ 15

心理 ─ うっかりミスのメカニズム ─ 臼井伸之介 ─ 16

阪大ニュース ─ 川島康生名誉教授が文化功労者に ほか ─ 17

鉄道向け自動改札システム「IEEEマイルストーン」に認定 ほか ─ 19

新生阪大スタート！
特集　阪大・大阪外大が統合 ─ 記念式典・祝賀会 ─ 1
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　大阪大学は、多様な人材の活躍により、
研究・教育の質を高めることをめざしてい
ます。その一環として、来年1月に第1回
男女共同参画シンポジウムを開催します。
　今回は、鷲田清一総長自らが司会を務
め、講演者の遠山敦子氏を囲んだオープン
ディスカッションも行います。多くの方の
ご参加をお待ちしています。（入場無料）

【日　時】 平成20年1月25日（金）
 午後3時30分～6時

【場　所】 大阪大学　吹田キャンパス
 コンベンションセンター会議室
【講　演】 
　遠山敦子氏（新国立劇場運営財団理事長、
　　　元文部科学大臣）
　美宅茂樹氏（男女共同参画学協会連絡会
　　　第5期会長、名古屋大学大学院教授）
【お問い合わせ・参加申し込み先】
　大阪大学　多様な人材活用推進委員会
　　女性研究者キャリア・デザインラボ
　　kyariadl@ns.jim.osaka-u.ac.jp
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第１回男女共同参画シンポジウム １月に開催
－多様な人材が活きる大学をめざして－

　大阪大学、近畿日本鉄道株式会社、
オムロン株式会社、阪急電鉄株式会
社の４者による1965年～1971年の
間の鉄道向け自動改札システムの開
発・実用化が、電気・電子・情報・
通信分野における世界最大の学会で
ある電気・電子学会（IEEE）より「IEEE
マイルストーン」に認定されました。
11月27日（火）、西尾章治郎理事・
副学長らが出席して贈呈式と記念講
演会が行われました。

　IEEE マイルストーンは、電気・電子・
情報・通信の工学分野において達成された
画期的なイノベーションで、開発から少な
くとも25年以上経過し、地域社会や産業
の発展に多大に貢献したものと認定される
歴史的な業績を顕彰するものです。これま
でにベンジャミン・フランクリンの業績や
ボルタ電池、マルコーニの無線通信技術な
ど約80件が認定されています。日本では、
1995年に認定された八木・宇田アンテナ
を始めとして、この自動改札システムで7
件目の認定になります。

　大阪大学では、白川功名誉教授（工学研
究科）が大学院学生時代の1964年から
1965年にかけて、尾崎弘教授、嵩忠雄助

教授(役職はそれぞれ当時)の指導の下、近
畿日本鉄道と共同で自動改札機の基本機能
である定期乗車券の通用経路の符号化と通
用区間判定のための算法を開発しました。
この算法は、乗車駅・降車駅に応じて運賃
を収受する路線にも利用できる、我が国の
鉄道事情に即応するものでした。
　さらに、近畿日本鉄道とオムロンの共同
で「ノーマルオープンゲート方式」による
革新的な自動改札機が試作開発され、実用
化に大きな進展が得られました。その後、

阪急電鉄とオムロンが開発を引継ぎ、1967
年3月には、本学ともなじみが深い阪急北
千里駅でパンチカード方式による定期券用
自動改札機と磁気(バーコード)方式の普通
乗車券自動改札機による世界最初の自動改
札システムでの営業運用が開始されまし
た。1970年代に関西圏で首都圏に先駆け
て自動改札機が普及し、現在では、全国レ
ベルで非接触ICカード対応自動改札機が
実用化されるなど、開発の成果は現在の
我々の社会生活に多大な貢献をしていま
す。
　1960年代にすでに理想的な産学連携モ
デルを構築して技術開発が行われていたこ
とと、当時稀有であった同業他社による協
調開発に取り組んでいたことは、特筆すべ
きものであり、これらの試みが高い評価を
受けました。

鉄道向け自動改札システム「IEEEマイルストーン」に認定

初期の自動改札機が設置された阪急北千里駅（1967年）

贈呈式（中央が西尾理事・副学長）

記念講演を行う白川名誉教授

「IEEE マイルストーン」銘板




